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学生による授業アンケート報告書【授業担当教員コメント編】について 

 

高等教育推進機構長  山口 淳二 

 

北海道大学では，平成６年より全学教育科目の授業アンケートを実施するとともに，その結果を授業

担当教員にフィードバックすることによって，授業改善に取り組んできました。しかしながら，アンケート結果

に対して，個々の教員がどのように対応したか，どのような意見をもっているかに関しては，平成 17 年度の

試行を除いて，集約・公表してきませんでした。 

一方で，近年，授業アンケート結果を踏まえて，継続的に授業改善を行うこと，いわゆる PDCA サイク

ルの確立が求められるようになりました。また，アンケートに協力した受講学生に教員から回答することを通

して学生にフィードバックすることも必要です。このような観点から，平成 26 年度より，授業アンケート結果

を受けての報告書を作成することといたしました。 

授業アンケートの集計結果が，各教員に返された際に，報告書の作成を依頼しており，編集の上，学

内に限定してホームページに掲載しました。 

このたび，令和３年度の授業アンケート結果を受けて，112 名の報告書をホームページに掲載すること

といたしました。 

なお，掲載に際しては，科目ごとにまとめることとし，講義題目は明示せず，各科目のアンケート結果の

評点，順位，各教員の学部名，個人名については表記していません。また，内容についても，事前に担

当者の了承を得たものに限って掲載しました。これを今後の授業改善に役立てていきたいと思います。 

最後に，授業アンケートの実施ならびに報告書の作成に際しては，関係各位に多大なる協力を得ま

した。ここに深く感謝申し上げます。 
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【一般教育演習】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問８
教員は効果的に学生の参加（発
言、自主的学習、作業など）を
促した。

成績評価を学生の発言回数のみ
で行ったことで、学生の授業参
加を（半強制的に）授業の中心
に据えた点。

教員・学生間のディスカッショ
ンだけでなく、学生間のディス
カッションを増やすこと。

このような成績評価は参加学生
数が少ない授業でなければ難し
いと思われる。本授業の参加学
生数は23名だったが、授業進行
はギリギリだった。

2

自由意見
物理を専門的に学んでいなくて
も理解できる内容だったが、立
ち入った質問に対してはしっか
りと教員とTAが連携して対応し
ていた。

TAにも授業中の発言を許可して
いた点。教員の説明のフォロー
やTAの実体験なども述べても
らった。

今回は物理を専門とするTAだっ
たので内容のフォローをしても
らったが、もし物理を専門とし
ない学生にTAをしてもらう場合
は非専門学生視点の素朴な疑問
などを述べてもらう予定。

TAは年齢的・立場的に教員より
も学生に近い存在なので、学生
の授業参加のハードルを下げる
点でも、TAの授業参加は効果的
だと考える。

3

自由意見
プレゼンの作り方について学
び，プレゼン能力が向上した

スライドを用いた学生のプレゼ
ンについて全員に対してフィー
ドバックを行った。

スライドを用いた学生のプレゼ
ンについて全員に対してフィー
ドバックを行ったので，令和４
年度も同様の取り組みを行う。

高校段階である程度のプレゼン
作成スキルを身につけている学
生とそうでない学生の差が大き
いと感じる。令和３年度は途中
から対面で実施したので，学生
が互いに作成したプレゼンを見
合うことができた。

4

自由意見
・実際にロボットを動かして考
える点
・SLAMを体験することができた
こと

ロボットのプログラムを考えさ
せながら実験的に演習を行った
点

論理的思考教育を重視する 学生の意見発表，アクティブ
ラーニングを参考にする

5

自由意見
話す速さが少し遅く，スムーズ
に作業ができなかった

丁寧に話すことを心掛けていた
が，遅いと感じる学生もいたよ
うである

学生の理解度に応じて，話す速
さや量を調整する

6

自由意見
前期を通してPowerPointで発表
したりする機会が多かったた
め、とてもいい経験になり、ま
た同時に様々な研究室について
知ることができとても面白か
った。

この授業では学習した内容のグ
ループ発表を中心とした演習と
した。将来使用する発表ツール
にいち早く慣れてもらう機会を
作ることができた点

同じ方法を令和４年度も実施し
ている。

R３はオンラインであったが、
R4は対面による見学・発表を実
施することでよりコミュニケー
ションをとりやすくなった。

7

自由意見
現在様々な場面で注目されてい
るSDGsについて学び、理解を深
めることができました。多様な
分野の最先端で活躍している先
生方の講義を聞いて、幅広
い知識を身につけられたことに
加え、その研究をSDGsの観点か
ら考察することができ、良い経
験となりました。グループのメ
ンバーとも協力できて良か
ったです。ありがとうございま
した。

SDGsは社会問題だけでなく、大
学の基礎科学にも通じることを
研究現場の見学と発表演習で理
解させることができた点

同じ方法を令和４年度も実施し
ている。

R３はオンラインであったが、
R4は対面による見学・発表を実
施することでよりコミュニケー
ションをとりやすくなった。

8

設問５
教員の説明はわかりやすかっ
た。

難解な説明を避け，専門知識が
なくても理解できるような説明
に努めた。

受講生の興味をひくような動画
教材を検討したい。

9

設問８
教員は学生の質問・発言等に適
切に対応した。

対面でもメールでも，質問に対
してはなるべく丁寧に答えるよ
う努めた。

受講生がより発言しやすい環境
を目指す。

10

自由意見
いろいろな分野の研究を見れて
よかった

なるべく広い研究分野につい
て，その面白さを伝えるよう努
めた。

さらに広い分野に触れられるよ
うに，講義内容を改めて精査す
る予定。

11

自由意見
課題の量がちょうどよかった

課題量が過剰にならないように
気を付けた点が評価されたと考
えられる

オムニバス授業なので個々の課
題は担当教員に任されていたが
事前に打ち合わせし、適切な量
に関して話し合った。

オムニバス授業の場合、それぞ
れの教員に任せる部分も多いと
思いますが、授業全体でどのよ
うな方針で進めるか意見交換す
ると、教員としての視野を広げ
るという意味でもよいと思いま
す。
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12

自由意見
レポートの分量を決めないでほ
しい（もっとたくさん書きた
い）

１名からの意見です。多数の方
は課題量がちょうどいいと答え
ていたので適切であったと考え
ているが、自由度を持たせても
いいかと感じました。

過剰な課題量にならないように
考慮した結果このような意見を
頂いた。やる気がある人のため
に、課題の上限は決めず進める
という方向で進めるか検討す
る。

オムニバス授業であるため、課
題の大体の量に関しては担当教
員で話し合っていたが、その際
に上限を決めるかに関しては話
し合っていなかったので、今後
は議題としてあげたいと思う。

13

自由意見
質問の返事が来なかった

オンラインでの授業であったの
で、基本はELMSでの質問受付と
なったが、タイミングによって
は質問を見逃してしまうことも
あったかと思います。

これまで以上に気を付けて定期
的にELMSをチェックする予定で
ある。学生から質問があると自
動でメール配信される機能があ
ると便利かもしれない。

ELMS上で質問を受け付けていた
場合に教員がその質問を見逃さ
ない方法があれば教えて欲しい
です。

14

設問12
質問・発言、調査、自習などに
より、自分はこの授業に積極的
に参加した。

授業時間内で時間がとれなかっ
たり、工夫が足りなかった。

今後、授業中に、もっと発言し
てもらうように工夫したい。
（コロナでOnline中心だったと
しても）

授業中に、学生の発言を促すよ
う工夫されたい。

15

自由意見
「先生が体調不良でお休みな
さった回は……補足説明を後日
したり……すべきあったように
思われる」

突発的な出来事で、対応を忘れ
てしまいました。学生をよく見
ていなかったことが発覚しまし
た。

今後は、補足資料や説明等をし
たい。

休んだ回の次に、何か分からな
かったことはないか、不安なこ
とはないかなど、確認された
い。

16

自由意見
「講師の先生は大変かもしれま
せんが、各課題に対してよかっ
た点や改善すべき点を伝えてい
ただければさらに効果的な学習
ができたと思います」

これについては有り体にいえ
ば、サボりました。反省です。

今後は、提出された課題への答
案に対し、適宜コメントを出し
ていきたい。

学生からの提出答案について
は、何かしらのリアクションを
すべき。

17

自由意見
家から大学の計算機で演習でき
たこと。
ソフトに関する説明を増やして
ほしいとの要望。

ソフトに関する説明を増やして
ほしいとの要望について

令和4年度はBlack box的操作を
減らすために、演習で扱うデー
タを変えている。

18

自由意見
グループ学習、コメントスク
リーンの利用

コメントスクリーンを利用した
ことがよかった

コメントスクリーンを継続的に
利用しようと思う

コメントスクリーンを大学で契
約すると、敷居が低くなると思
う

19

設問８
教員は効果的に学生の参加を促
した

全般的に評価5を受けるような授
業をしてきた一方、評価３が
あった。これは、教員が促さな
くても学生が授業に参加してい
たことを反映した評価かもしれ
ない。

理想としては、教員が参加を促
す必要は無いと考えられる。こ
のことから、最終的には評点３
を目指していくことが望ましい
と感じた。

数値化されたアンケート結果に
一喜一憂しなくても良いように
感じています。

20

設問６
教員の熱意が伝わってきた

学生の名前を覚えて、学生と対
話している点が評価されたと考
える。

今後も、学生を尊重し、学生を
主体とした授業を行っていきた
い。一方で、令和４年度は対面
授業になり、学生がマスクをし
て受講していることや、必要以
上の対話に注意を払うべき立場
であったこと、受講学生数を増
やしたことなどから、学生の顔
と名前を一致させにくくなっ
た。今後の対応策を考えなくて
はならないと感じている。

特になし

21

設問９
教員は学生の質問・発言等に適
切に対応した

学生の名前を覚えて、学生と対
話している点が評価されたと考
える。

今後も、学生を尊重し、学生を
主体とした授業を行っていきた
い。一方で、令和４年度は対面
授業になり、学生がマスクをし
て受講していることや、必要以
上の対話に注意を払うべき立場
であったこと、受講学生数を増
やしたことなどから、学生の顔
と名前を一致させにくくなっ
た。今後の対応策を考えなくて
はならないと感じている。

特になし

22

自由意見
良かったと思う点
・専門の知識がなくても理解で
きることが多かったです
・説明解説がわかりやすかった

各教員、限られた時間の中で講
義をするポイントを絞り、入門
的な内容で行ったのが良かった
と考えています

今後も様々な学部からの受講生
がいることを念頭におき、間口
の広い講義を展開していきたい
と考えています。

専門用語そ使用する際には必ず
説明をいれ、わかり易い言葉で
講義を行うこと
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23

自由意見
良かったと思う点
様々な分野の知識を得られた

８人の教員が専門の内容を紹介
するオムニバス形式で行いまし
た。内容は様々でしたが、健康
科学という大枠の中で講義を
行ったので、統一感を保ちなが
らも多様な講義ができたと考え
ています。

次年度以降も健康科学という大
枠の中で、多様な講義を展開し
たいと考えています。

オムニバス形式で行う際には他
の教員と共通する部分と違う部
分を強調すると学生も聞きやす
いのではと思います。

24

自由意見
改善したほうがいいと思う点講
義動画が途中で止まったり音声
が聞こえにくかったりすること
があった

動画作成のスキルを各自上げて
いきたいと思います。

適宜、必要な機材の購入を検討
します。

動画作成の際は事前に室内の音
声・照明環境を確認しておくの
が有効だと感じました。

25

自由意見
実験・体験等がよかった．身近
な無線技術の知識だけでなく広
い話題を知ったことでIT全般へ
の学習意欲が高まった．

対面で実験・体験学習を行なっ
た部分は好評であった．継続し
たい．技術内容だけでなく，関
連する広い話題を提供すること
が重要であると認識した．

実験・デモ・標準化体験ゲーム
を継続する．また学生の参加を
促す工夫について試行したい．

特になし

26

異なる分野の研究室の研究を知
ることができた

なるべく研究分野が重ならない
ように参加研究室を調整した

コロナ禍で研究室訪問がzoomで
の訪問になってしまったので、
これをできる限り対面に戻す

研究室見学が入る場合には、R3
年度は仕方ないにしても、対面
の方が教育効果が高いと思われ
る

27

設問８
教員は効果的に学生の参加を促
した。

予習（事前に教科書を読み、練
習問題を解いて提出すること）
と授業中のグループワークを通
じて、学生の積極的な授業参加
を促した点。

グループワークをより効果的な
ものにして学生の積極的参加を
一層促進するため、授業中のグ
ループ内における学生同士の連
携を適宜サポートすることを心
掛けたい。

課題などを通じて学生が事前に
教科書の内容に目を通すよう仕
向けるのがよい。

28

自由意見
授業時間をあまり超えないよう
にしてほしいです。

時間内に授業が終わらないこと
がことが度々あった点。

グループワークで取り組む問題
数を減らす予定。

すべての学生に発表の機会を与
えようとすると、グループワー
クで取り組む問題数が多くな
り、終了時間を超えてしまうこ
とがあるため注意した方が良
い。

29

自由意見
レポート執筆の機会が多く、
フィードバックも良かった。

フィードバックの内容につい
て、教員からだけの指摘のみな
らず、学生が複数の小グループ
に分かれて討論し合う点が評価
されたようである。

学生の評価の通り、今後も論文
指導科目では執筆したレポート
に対するフィードバックとグ
ループでの討論に充分な時間を
割り当てるようにしたい。

30

自由意見
配布資料やスライドをダウン
ロードできるよう提供して欲し
い。

配布資料はダウンロードできる
ようにしたのだが、スライドは
オンライン授業での説明に用い
ただけで、ダウンロードできる
ようにはしなかった。

もしも教室の対面授業ではな
く、オンライン授業であるなら
ば、スライドについてもダウン
ロードできるよう配慮したい。

31

自由意見
対面形式でのグループディス
カッションが良い。全く医療の
ことを知らなくても学べるのが
良い。

良かった点
実習で医療器具に触れるところ
や学生が発言しやすいところ。
改善点
ミニレポートは後で提出する方
が良い。時間がもったいない。

改善計画
ミニレポートの時間を最後に記
入する時間を取っていたが、全
てELMSで授業後に出せるように
改め、学生が楽しんで参加でき
る授業時間をなるべく長く確保
する。

英語の資料を適切に用いること
で、英語が苦手な学生、大学入
学以降、英語を勉強しなくなっ
た学生の学習モチベーションを
高めることができること。

32

自由意見
レポート，パワーポイントを作
成し発表するという流れが繰り
返されることで作業になれると
ともに技術をみにつけやすかっ
た

ワードを使ってのレポート作成
および提出法からはじまり，パ
ワーポイントでのプレゼン資料
作成など，基本的なことをとり
あげた。

令和４年度も同様の授業を実施
している。対面で行っているた
め，学生の反応をみながら教育
効果は高まっている。

基本的なソフトの使い方，提出
物を出すときの基本などを，入
学直後に教えることは意義が大
きいと考える。

33

自由意見
レポートやパワーポイントの使
い方を学ぶことができてクオリ
ティーが上がったので良かった
です。

３クール，同じような作業を繰
り返すことにより，スキルが
アップし，意識せずにソフトが
使えるようになっている。

クールごとの到達点を変え，要
求を高いものへしていく

講義・説明⇒グループ討論⇒発
表・討論，というような，授業
全体の枠組みを決めると，教員
も学生も進めやすい。

34

自由意見
先生の話をきく，生徒同士で話
し合う，発表するという３部構
成になっていた。

わかりやすい構成，そしてそれ
を初回講義に明示したのがよ
かった。

令和４年度も同様の授業を実施
している。対面で行っているた
め，学生同士の相互作用が非常
に強い。

対面とオンラインどちらでも実
施可能な授業スタイルを確立し
ていくことは，どのような辞退
にも対応可能となる。

35

自由意見
グループワークを通して，自分
の意見を述べる練習になった。

ZOOMのブレイクアウトルームで
グループワークであったが，そ
れでもアウトプットの場面を確
保することができた

令和４年度も同様の授業を実施
している。対面で行っているた
め，学生同士の相互作用が非常
に強い。

特に一般教育演習においては，
積極的にアウトプットの機会を
与えたほうがよいと考える。

3
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36

自由意見
いろいろな先生の話が聞けて、
分かりやすかったですし、 知ら
ない分野の研究に触れることが
できた、 楽しかった。

化学の視点からの生命科学に興
味を持ってもらった。

基礎知識から最先端の研究成果
までをわかりやすく講義した。

知識から実際の研究へのつなが
りを示す。

37

自由意見
実際の研究についての、 大院生
からの話や研究室について知る
ことができた。

最先端の研究に大きな興味を
持ってもらった。
一年生の間に学部に所属する教
員と自由に意見交換できる場と
して有効であった。

研究の現場を学生に経験させ、
大学院生との話をする時間を設
けた。

教員と学生が双方向でやり取り
ができると学生にとって満足感
をえられる講義になると思われ
る。

38

自由意見
質問を促す場面が授業内で何回
かあり、 意欲が高まった。

質問をすることで、より理解が
深まっている。

講義の質問に加え、Google form
を使用した。

基本原理に基づいた視点から学
生の質問に答えることで、学生
が論理思考の概要に触れられる
と思われる。

39

自由意見
少しだけ難しい内容もあったの
で、 予め予習しておく必要があ
る内容等を示しされれば、より
理解を深めることが出来る。

専門用語説明が不足しているも
のがあったと思われる。

予習した方が良いキーワードな
どを示す。

40

設問4
授業内容の難易度

5をつけた学生が0%であったこと
から、難しく感じたようだ。

通常の授業に比べ、その場で作
業してもらう科目なので、事前
の案内などが少なかったのが、
学生にとって難しく感じる原因
だったと思われる。

演習科目であっても、希望する
学生は予習できる状況を作って
おく方が学生によっては取り込
みやすく感じるのかもしれませ
ん。

41

自由意見 普段の授業ではできないことが
でき、考える力がついた。

科目の性質上、体験型の内容で
あるが、その通り受け取っても
らえた。実験系であったが意外
にもオンラインでも満足しても
らえたので、対面になればもっ
と満足度が上がると期待した
い。

42

自由意見
グループ活動

グループ活動が多く、親睦を深
めることができた。

Zoomのブレイクアウトルームを
使用したが、顔出しを嫌がる人
もいなく、予想していた以上に
和気あいあいとしていた。

43

自由意見
授業の難易度

もう少し難易度を下げて欲し
かった

演習内容に実験系と計算系があ
り、初めの4週はオンラインと決
まっていたので、計算系のテー
マから開始した。学生によって
は「化学」のイメージと違い驚
いてしまったようである。複数
春テーマの配置を再検討する。

少しギャプがあるとすぐに困難
に感じてしまう学生がいるの
で、高校卒業直後であるという
点を念頭に置いておくといいと
思います。

44

設問７
教員の話し方は聞き取りやす
かった。

オンラインであることを意識
し、ゆっくり、はっきり話すよ
うに心がけたこと。

対面でも速度に気をつけなが
ら、はっきりと話すことを心が
ける。

次の話に移る前に少し間を置く
など、進行に余裕を持たせる。

45

自由意見
グループ発表が多すぎる。

この授業における、グループで
の活動の意図の説明。

グループ発表の活動の比重が大
きいことについて、シラバスに
明記する。

シラバスと初回の説明におい
て、授業内活動の特徴につい
て、十分に説明した方が良い。

46

自由意見
複数の先生方がそれぞれの分野
で話してくれた。フレッシュマ
ンセミナーとしては理想的。

経糸（数理モデル）を大事にし
つつ多様な研究者がわかりやす
く専門を話したこと。

努力を継続します。

47

自由意見
機器のトラブルで待たされるこ
とがあった。

早めに教室で準備をするように
教員間で確認します。

48

自由意見
オンラインで行われたこと。

学生にとって、対面／オンライ
ンのどちらを希望するか、につ
いては個人差があるのでしょ
う。むしろ時限前後の授業が対
面かオンラインかが移動の時間
を考えた時に重要となるでしょ
う。

授業の最初に希望を訊く。 とくになし

49

自由意見
ディスカッションを行ったこ
と。

講義２：プレゼン（ディスカッ
ション）１の割合で授業を構成
した。

講義：プレゼンの割合は受講者
数に左右されるため、受講者数
が安定してくれるとありがた
い。

とくになし

4
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50

設問１　シラバスは、授業の目
標、内容、評価方法を明快に示
していた。
設問２　授業はシラバスにそっ
て行われていた。

授業計画と、各回で何を学び、
それがどうつながっているの
か、どのタイミングでどのよう
な意図の課題に取り組んでもら
うかの設計をシラバス作成時に
熟考した点が学生にも伝わった
と考えられる。

シラバスをさらにブラッシュ
アップし、授業目標と各回の授
業計画とをさらに結び付けた
い。

シラバスの改善、毎回の授業が
授業全体のどの部分を占め、ど
ことつながっているのかを意識
させる工夫

51

自由意見
最終的に一つの修正レポートと
チェック表にまとめる流れは学
びやすかった／これからのため
になる／今後のレポート作成の
基本となる、活用できる

学習の成果を「チェック表」と
いう形にまとめさせ、最終成果
物として提出させた。この
チェック表は各自が進級後にも
レポート作成時に利用できるよ
うに設計したものであったが、
毎回の授業内容の習得において
もプラスになっていたようであ
る。

チェック表の完成度にばらつき
があったので、最終的に一定水
準のチェック表をすべての受講
生が作成できるよう、フィード
バックのタイミングを増やした
い。「オンライン版大福帳」の
ような形式にしても良いかもし
れない。

52

自由意見
ハイフレックス制なのが良かっ
た。
コメントスクリーンやディス
コードなど、教員と気軽に会話
できる環境があり、良かった。
リアルタイムで質問できる点。
オンラインならではの機能を活
用していた。

授業をハイフレックス型とし、
毎回の授業を録画してMoodleに
アップロードして各自復習に使
えるようにした。コメントスク
リーンやディスコードなどを
使ってみて、学生とどういうコ
ミュニケーションができるか実
験した。うまくいかない部分も
あったが、こうした「試してみ
る」「実験してみる」という姿
勢は、学生にとっても好印象
だったようである。学生と一緒
に色々と実験してみる良い機会
であり、また学生と一緒に授業
を作っていく過程を体験でき、
多くの学びや気付きがあった。

みんなで一緒に授業を作ってい
くことを受講生にも意識しても
らい、学生にも意見を聞きなが
ら今後も積極的に様々なツール
を試していきたい。

53

自由意見
アイスブレイク自体は良かった
がその後学生同士で交流する機
会がなかった／生徒同士のコ
ミュニケーションを取る回が少
なかった／もっと手を動かす時
間を増やした方が面白い

授業をハイフレックスとしたこ
とで、授業内でのグループワー
クを行うことができなかった。

アイスブレイクとピアレビュー
は機能していたが、それぞれの
活動がつながりを欠いていたの
で、その間を繋げるグループ
ワークを組み込み、毎回の授業
や最終成果物のブラッシュアッ
プ作業と関連させるように設計
を見直したい。ハイフレックス
型授業における、対面受講者と
オンライン受講者の混合による
グループワークはまだ解決策を
見いだせていない状況だが、何
らかの方法に挑戦してみたい。

54

自由意見
実験・解析を体験することがで
きた

実験・解析（実習）の機会をで
きるだけ設けた点

本講義の主な対象が１年生で、
昨年度に続きコロナ禍によるオ
ンライン講義が多かったため、
同学年の友達作りがしづらかっ
たとのこと。この点も考慮して
実験・解析では可能な限り少人
数グループとして参加しても
らった。グループにおける学生
同士のコミュニケーションは促
されたように思える。

実験・実習への参加が重要な講
義であったので、コロナ禍にお
いて感染対策に配慮した上でで
きる限り自分の肌でも感じられ
るような講義（実験実習参加）
構成になるようにした。ただこ
のことは本講義が比較的少人数
な形態だったため可能だったこ
とは大きい。

55

自由意見
グループ活動の実施により意欲
的に授業に参加できた

実験・解析（実習）を４名程度
の少人数グループで実施した点

同上 同上

56

自由意見
TAが操作方法を実演しながら実
習を同時に進めていく形は理解
しやすかった、わからないとこ
ろも尋ねやすかった

実験・解析（実習）には複雑な
操作を含むツール利用があった
ため、TAや教員による実演・相
談の機会を設けた点

TAや教員による実演・相談の機
会を設けた点は効果的であった
と思われる。関連資料も可能な
限りELMS Moodleで公開していた
が、 Moodleを活用したより効率
的な学習機会の提供は可能だっ
たと思われる。

実験・解析などの実習ではツー
ルなど利用して学生本人が主体
的に取り組むことは重要である
と思われるが、慣れないツール
の操作に戸惑う学生は少なくな
いように感じた。教員・TAによ
るきめ細かな対応はその上で効
果的である。

5
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57

自由意見
レポートで問われる内容は考察
しがいがあった。授業中におい
てその回答のフィードバックが
行われた。

レポートのフィードバックはで
きるだけ行うようにした点

レポートにフィードバックにつ
いてもELMS Moodleを活用したよ
り効率的な学習機会の提供は可
能だったと思われる。

学生のレポート回答例を毎回講
義の際に紹介することで、学生
は自分以外の多様な回答・意見
にも触れることできたように感
じた。

58

自由意見
グループ発表の他に個人発表の
機会があればよかった（グルー
プ発表では少なからず他人任せ
になる部分が生じるため）

グループ発表機会は２回用意し
たが、講義時間などの制約から
個人発表の機会は用意できな
かった。この点については改善
が必要であったと思われる。

グループ発表の機会を減らし、
その分の時間で個人発表の機会
を設けても良かったと思われ
る。

実験・解析実施後に学生自ら
行ったことを取りまとめて発表
する機会は教育的効果が大きい
と感じるが、グループと個人で
発表を行うには教育効果に多少
の差異があるようである。グ
ループと個人発表の機会をいず
れも設けた方た良いと思われ
る。

59

自由意見
ソフトウェアの使い方をもう少
し詳しく教えてほしかった。Mac
を使っている人が参加しづら
かった。

今回は複雑な操作を要するソフ
トウェアを利用したが、その操
作方法の解説に時間を取られ
て、本質的な学習機会の提供に
一部支障をきたした面がたしか
にあった。

必要な機能を損なわず、利用方
法がもう少し簡素なソフトウェ
アの選定が必要である。今回は
学生個人PCを用いてソフトウェ
ア利用をしてもらったが、OSに
よっては利用できない場合が
あった。この場合はPC貸し出し
などで対応した。

実験・解析などの実習を行う上
でソフトウェア操作の習熟は必
要であるが、この場合操作方法
に習熟すること自体は教育的効
果において本質的な役割を果た
さないため、可能ならば隠蔽し
てしまっても良い

60

設問６
教員の熱意が伝わってきた

講義だけでなく、実践過程があ
るのでより丁寧に解説した点が
評価された

引き続き、丁寧かつスピー
ディーな対応を心がける。

学生目線で理解できる工夫が大
事と思う

61

自由意見
フィールドワークで理解が深
まった

苫小牧研究林ならびに札幌キャ
ンパス内での自由見学やフィー
ルドワークを実施した

令和4年度はより実践的な野外メ
ニューを増やす予定

可能な範囲で対象を実学的に見
せる工夫があると良いのでは

62

自由意見
レポートのフィードバックがと
ても丁寧で次の回に活かすこと
ができた

複数回のレポートを学生の評価
だけではなく、指導の材料と位
置付けた

今後もレポートを介した指導を
継続する

双方向の知識のやり取り・議論
が大切

63

自由意見
いくら何でも延長しすぎ。

時間管理を徹底する必要があ
る。

64

自由意見
講義は時間内に終わらせてほし
い。…（略）…30分以上も長引
かせるのは非常識だ。

時間管理を徹底する必要があ
る。

65

自由意見
さまざまな分野について触れる
ことができ、よい経験になった

授業内容が広範な研究分野を含
む点

今後もこの方針を継続する予定

66

自由意見
実際に体験できることもあり、
楽しみながら学ぶことができた

授業内容が研究の現場における
体験もしくはそれに準じた内容
を含む点

今後もこの方針を継続する予定 研究の現場の臨場感を学生は求
めていると感じる

67

自由意見
難しいことは承知しているが、
実際に作物に触れる機会があっ
たらよかった

文字通りの対応が可能であると
は考えていない

授業の実施形態の制約から文字
通りの対応は難しいが、研究の
現場の臨場感を伝える努力は継
続する

68

設問６
教員の熱意が伝わってきた。

日常では接することの少ない環
境について、教員自身が体験
し、日々考えたことをもとに説
明した点が評価された。

視覚的・聴覚的な教材を多く取
り入れる。

現象の具体的なイメージをもた
せる配慮をする。

69

設問８
教員は効果的に学生の参加を促
した。

研究所で観測機器や計算機、取
得試料を見せた点や学生への質
問、学生が推進するワークを取
り入れた点が評価された。

研究所見学や演示を充実させる
予定。

学生が「本物」に触れられるよ
う工夫する。

70

自由意見
人数が少なく意見交換がしやす
く、ディスカッションを行うこ
とができた。

受講生数が例年の6割程度で、教
員と学生とのコミュニケーショ
ンが密に取れた点が評価され
た。

学生の授業への参加は意識して
いるが、学生側もそれを肯定的
に捉えることが確認できた。

学生の発言時間を確保する。

71

自由意見
意見交換の中で学生間のコミュ
ニケーションがよりとれるとよ
い。

少人数で学生が発言しやすい環
境をつくれたことが評価され
た。それゆえ、逆に話したりな
い学生もでたようである。

学生相互質問の時間を設けてい
るが、これを拡充する・事前に
互いの情報を開示することで、
質問をさらに充実させる。

学生の発言しやすい環境を整え
る。

6
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なると見込まれる事項

備  考

72

自由意見
意見交換の時間を設けて欲し
かった。

グループ内のみならず、他のグ
ループメンバーとの意見交換の
時間を設ける。

来年度は意見交換の時間を設け
る予定である。

多くのメンバーとの意見交換は
多様な意見に触れることや人脈
作りに重要であると考えられ
る。

73

自由意見
学生発表会で質問が活発だった
のが良かった

出席要件を「発表に対して質問
を１回以上する」という設定が
評価されていると思う

本設定により、発表者の準備を
促進させているという受講者の
指摘もあり、次年度も継続予定

74

自由意見
実際に行くことはできなくて
も、実験や研究の様子の動画を
見せてもらいたい

次年度以降、研究室紹介の動画
の見られるリンクを学生たちに
伝えることとした

75

自由意見
ただの家庭科の授業と変わらな
い

加工施設での実習が家庭科を想
起させた可能性が考えられる

家庭科のカリキュラムを確認
し、家庭科と異なる内容になる
ように留意する

7



【総合科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

自由意見
質疑応答への丁寧な対応

各担当教員の対応が良かったも
のと思われる。

現在のまま続けること。 学生からの質問には丁寧に対応
するよう工夫すること。

2

自由意見
学習意欲が湧く興味深い内容

感染症分野で先端の研究をして
いる教員を講師としてお願いし
たことがよかったと思われる。

現在のまま続けること。 オムニバス形式の授業では、当
該分野で先端の研究をしている
教員を講師として集めること。

3

自由意見
レポートの分量、クオリティー
がどの程度のものを要求されて
いるか分かりにくかった

レポートの分量、クオリティー
について出題時に明示しなかっ
たことが原因と考えられる、

各講師にレポートの分量、クオ
リティーについて出題時に明示
するように促す

レポート出題にあたっては、分
量、クオリティーについて出題
明示する

4

自由意見
ひとつのテーマに対して、オム
ニバス形式による各教員の専門
分野に関した多彩な講義内容が
興味深かった。学科選択の参考
になった。など好意的な意見が
多い。

オムニバス形式による多彩な講
義内容であることが評価高かっ
た。一方、コロナ禍で求められ
たオンライン授業の実施形態が
オンデマンドやZoomライブなど
多様であり、授業運営の統一性
について不満意見もあった。

オムニバス形式授業を維持し、
より授業内容の実際を誤解なく
伝えられる講義題目に変更する
とともに、学科選択に有用な情
報を提供する。

対面形式授業を基本とするた
め、オンライン形式を一部に採
用する場合でも、対面を意識し
た運用とし、オンデマンドは採
用しない。

5

自由意見
課題のフィードバックがほし
い。

課題のフィードバックは行って
いない。

課題が基本的なものであり、配
付資料等で確認できる者である
ことから、実施の予定はない。

6

自由意見
専門的で、資料がほしい。

資料が事前にほしい。 ELMS上に最低1週間前にあげるよ
うに努めている。また、ELMS上
で過去の講義の資料を取り出す
ことができる。

7

自由意見
オンデマンドで動画を出すので
あれば出席を取る必要なし

同左 オンデマンドの動画はあくまで
授業で理解できなかった、聞き
取れなかった等の場合に利用し
て頂くことを想定したもので
す。リアルタイムの時に講師側
から質問したり、学生側から質
問を受けることがあるので、出
席とはリアルタイムで授業に参
加したことを想定しています。

8

自由意見
中間、期末レポートの要領を具
体的に教えて欲しかった。

同左 最初のガイダンスの時にお話し
したと思います。最初の授業に
出席できなかった人はオンデマ
ンドの動画を必ず見るようにと
レポート提出前の授業でお伝え
してあります。

9

自由意見
出席はチャットではなくZoom参
加者一覧で把握できないのか。

同左 Zoom参加者一覧ではアカウント
名に学籍番号と正式な名前を使
用していない人もいて把握は困
難と思いました。

10

自由意見
北海道ならではの授業であり，
北海道の自然について深く考え
るきっかけとなった．

オムニバス形式で，様々な分野
からの講義が盛り込まれていた
点．一方，授業によっては内容
が一部重複していたので，でき
る限り重複の内容は避けるよう
努力する．

授業の講師陣が中心となって出
版した教科書を使用している
が，さらに最新の情報を授業に
盛り込む予定である．

北海道に関わる内容を紹介して
いるが，地域特異的な内容にと
どまらず，世界に発信できるよ
うに工夫すること．オムニバス
形式で行っており，ある講師が
別の講師の講義を聴くこともで
きるため，学生だけではなく教
員も考えを深めることができ
た．

11

自由意見
教員の熱意が伝わってきた

オムニバス形式で各教員の研究
分野を伝えたので、熱意が伝わ
りやすかったと思われる。

学生は教員の熱意を敏感に感じ
取るので、引き続き、研究の面
白さを伝えられるように工夫を
したい。

12

自由意見
オムニバス形式で選択式のレ
ポートにおいて、教員間でレ
ポートの難易度が異なっていた

レポートの負担を減らすため、
複数教員のレポートから選択で
きるような方式を試行したが、
レポート課題の難易度が異なっ
ていた。

次回は同じような難易度のレ
ポート課題から選択できるよう
にしたい。

科目名：環境と人間
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

自由意見
オムニバス形式で内容に関連し
ていることが多く，とても分か
りやすかった。

各担当教員に分かり易い内容に
することを依頼しており，今後
も継続する。

方針を継続

2

自由意見
講義資料の公開の打ち切り

一部の講義資料で公開を一旦打
ち切ったものがあった。

学生の要望があり再公開した。

3

設問９
教員は学生の質問・発言等に適
切に対応した

学生の質問に丁寧に回答した点 学生にさらに質問を促す予定 質疑応答の時間を多めに取るこ
と

4

自由意見
文系には少し難しかった

専門用語を使用する際に、定義
や使用例等を詳細に説明する点

令和４年度にこの改善点を取り
入れている

オムニバス方式の場合、教員間
で意識の統一を図ることが有用
と考えられる

5

自由意見
初回・2回目を除き、以降は対面
授業が出来たことが良かった

感染予防に十分注意し、本授業
がきっかけの感染者をクラスか
ら一人も出さなかった点

機会あるごとに、複数の教員に
より、科学的な見地から、ワク
チン接種を積極的に勧めたい。

根拠のある徹底した感染管理を
施行することを、授業の中でも
繰り返し説明した。

6

自由意見
毎回、異なった分野のいろいろ
な専門の先生の話が聞けて良
かった

医療各分野の最先端の情報を、
新入生や文系の学生にも分かり
やすく取り上げた点

各講師が、毎年、それぞれの専
門分野の内容をリニューアルし
最新のPPTに更新した。

保健医療は、医療側からの見方
だけでなく、患者側からの立場
も重要と考えている。

7

設問２
授業はシラバスにそって行われ
た。
設問11
出席率は（）であった。

はじめに日程を提示している
点。シラバスに記載されている
到達目標が７〜８割達成された
点。授業は全体に満足できるも
のであったと評価された点。

講義資料、AV機器等の使われ方
が効果的であった。授業内容の
難易度が適切であった。授業で
要求される作業量が適切であっ
た。

授業の目標、内容、評価方法を
明快に伝えることは有益である
と感じる。

8

自由意見
個々の授業が深いもので、様々
な分野への関心が高まった。
追加設問
人間や社会の多様性に対する理
解の評価

本学教員及び外部講師により、
水産物を食べる意味と背景、水
産物利用の歴史と将来、水産物
の健康増進への貢献など、それ
ぞれの専門分野から講義を行
なった点。

できる限り多様な分野の本学教
員及び外部講師（他大学教員及
び企業職員）が担当すること
で、種々の観点から水産物利用
の意義と手法、我々の健康維
持・増進との関係を教えてい
る。

多様な分野の教員及び外部講師
が担当するオムニバス形式の授
業は有益であると感じる。

9

自由意見
化学式等の解説をもう少しして
ほしかった（文系の人は何を書
いているかわからないと思うの
で）。

各担当教員がそれぞれの専門分
野から講義を行なった点及びオ
ンライン授業であった点。

R4年度は対面で授業を実施する
予定。今後、補助資料をELMSに
アップするなどして、講義内容
の理解及び予習・復習に時間を
費やすことを促す予定。

ELMSの機能を駆使することで、
授業での発言や内容への質問な
ど、予習・復習を含め、学生の
積極的な参加をより促せると考
えられた。

1

設問16
授業は全体として満足できるも
のであった

評価の平均値が極めて高かっ
た。ほとんどの講義がオンライ
ンで行われる中、念入りの対策
を取り対面で実施したこと、日
本棋院（囲碁の専門家が所属す
る組織）の支援を得て丁寧な指
導を行ったことが評価されたと
考えている。

引き続き、日本棋院の協力を得
られるよう調整を行う。また、
講義の実施方法についても良さ
を失わないよう継続する。

講義に外部の専門家の協力を得
ることは、講義に新たな刺激を
与え、効果がある。また、受講
生の交流を伴う対面講義の良さ
を学生は実感しているように思
います。

2

自由意見
囲碁について学ぶにとどまら
ず、人工知能についても学べて
非常に有意義だった。

AIに関する講義は囲碁への応用
に焦点を絞って、その内容が確
実に伝わるような構成としたの
が良かった。

AIの囲碁への導入の概念につい
て、細かい技術的内容に立ち入
りすぎず、全体像がつかめるよ
う工夫する。また、囲碁AIとの
対戦機会はしっかり確保する。

講義の中で伝えられる内容と量
を考慮して講義の準備を行う。

3

自由意見
説明とスライドが分かりやす
い，図や写真が多く使われてい
て分かりやすかった。

分かりやすく説明したことが評
価された。

図や写真をうまく使って，分か
りやすいスライドを作成した。

スライドのなかで図や写真をう
まく使うこと。

4

自由意見
授業日程や予習範囲をより明示
的に示して欲しい。

授業日程や予習範囲の説明が不
十分という学生がいた。

授業日程と予習範囲についてよ
り明確な説明を行う必要があっ
た。

授業日程と予習範囲の説明をす
べての学生に分かりやすく説明
すること。

科目名：人間と文化

科目名：健康と社会
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

5

設問９
教員は学生の質問：発言等に適
切に対応した。

概ね適切に対応したと評価され
た。

場合によっては，翌週の講義で
答えるなど，学生の質問にしっ
かり答える努力をした。

講義の時間配分をうまく行っ
て，質問の時間を確保するこ
と。

6

自由意見
4名の担当教員の連携が取れてい
ない印象があった。

4名の担当教員で、授業運営の方
法や課題の提出方法、課題の分
量などについて統一をすること
が望ましい。

令和４年度の担当教員の間で
ミーティングを持ち、情報共有
と意見交換をすでに実施。

特になし。

7

自由意見
オンデマンドで視聴する授業で
は、理解が必ずしも進まない。

オンデマンドの授業の割合が高
いことには困難があるかもしれ
ない。

コロナ感染の状況がこれまでほ
ど深刻ではない令和4年度には、
対面授業が増える予定である。

特になし。

8

自由意見
コメントシートを統一してほし
い

複数の教員による多様な授業内
容

各教員のスタイルがあるため強
要しないが、科目責任者がコメ
ントシートフォーマットを提案

9

自由意見
ZOOMトラブルがあった

設定の事前確認をした点 事前確認をしても、教員によっ
て設定確認が間違っていた場合
があったので、事前確認を複数
する。

10

設問８
教員は効果的に学生の参加を促
した

他項目に比べて評価が低かっ
た。オムニバス形式であったた
め、各教員の講義が時間ギリギ
リになっていた。

講義内容を削ってでも、質疑の
時間を設けるようにした方が良
いと思われる。

各教員へ質疑の時間を設けるよ
うに申し合わせておいた方が満
足度が上がると思われる。

11

自由意見
授業の映像が後から見れること
が復習に役だった。

オンラインだったため、講義後
に録画をアップしていた点。

オンラインの場合、録画をアッ
プすることを、コロナ以後おこ
なうようになった。

録画は学生のレポート作成に役
立つと思われる。しかし、それ
によりオンタイムでの授業を欠
席する危険性もある。

10



【主題別科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問６
教科書を用意し、教員の熱意が
感じられたが、扱う事項が少し
多すぎる気がした。

教科書を執筆したことで、講義
内容が把握しやすくなった反
面、扱う事項が多くなったのは
事実だが、すべての事項を記憶
する必要はなく、重要な点を中
心に理解すればよいのであり、
情報の取捨選択能力の鍛錬にな
ると思われる。

対面授業の再開を受けて、重要
事項を整理して板書するなどし
て、体系的把握を促すように心
がけたい。

授業に必要な教科書を執筆する
ことが推奨されるように思われ
る。

2

自由意見
講義の合間に音楽を流すこと
で、気分転換になった。

オンデマンド形式でのオンライ
ン授業では、対面授業に比べて
受講生にかなりの集中を求める
ことになるため、ある程度の息
抜きが必要と思われる。

対面授業の再開を受けて、息抜
きの必要性については再考が必
要と考えている。

学問的にも言語と音楽との関係
には示唆的な面があり、一考に
値するだろう。

3

自由意見
授業の際、前回のコメントシー
トをいくつか取り上げそれに応
答するというのが理解に役に
立った。

コメントシートへの応答は、復
習としても、また学生の集中力
アップという意味でも有意義だ
と感じた。

引き続き、コメントシートへの
応答を行なっていく。

コメントシートへの応答は、こ
ちらがコメントシートをきちん
と読んでいることを学生にメッ
セージとして伝える意味もあ
り、学生がきちんとしたコメン
トを書くためのモチベーション
となる。

4

その他
オンラインで行ったこともあ
り、その場で口頭で学生の質問
に応答する機会がほぼなかっ
た。

その場で口頭で質問に答える機
会がやはり必要だと感じた。

令和４年度は教室での授業がメ
インとなるので、口頭での質疑
の機会を積極的に設ける。

やはり口頭での質疑の機会がな
ければ、せっかくの疑問の種や
発想の種を見過ごしてしまう。

5

設問５　教員の説明はわかりや
すかった

新型コロナウィルス対策とし
て、2年連続でオンデマンド動画
による授業がメインとなった。
オンデマンド授業1年目となる令
和2年度での、手話実技のビデオ
教材を、よりわかりやすく、学
びやすい内容に改善できたこと
が、今回の評価につながったと
考えられる。

手話実技のビデオ教材に盛り込
んだ学習量(視聴30分程度の分
量)を、次年度以降の対面授業で
の標準的な学習量とする。
加えて、対面授業が実現できる
なら、感染症対策とのバランス
を図りつつ、相互コミュニケー
ションを体験できる時間を多く
確保する。これによって、より
わかりやすく、楽しめる授業を
展開する。

手話実技のビデオ教材による学
習では、お互いに手話で会話し
てみる機会が作れず、学習の到
達度がわかりにくい。そこでこ
のビデオ教材では、回を重ねる
ごとに日本語音声による読み取
り通訳の量を減らし、手話で手
話を学ぶ形に誘導し、自分が
今、手話を読めているという、
気付きと自信を持てるようにし
た。

6

設問６　教員の熱意が伝わって
きた

手話は独立した言語であり、手
型や文法のルールがある。学生
から毎回提出される手話表出の
動画に対して、手型や文法の基
本を細かく、丁寧にチェック
し、コメントやアドバイスを返
した。
また講義編のレポートについて
も全てコメントやアドバイスを
返した。
これらが教員の熱意として、と
らえていただけたものと考え
る。

次年度授業で、対面授業が実現
できるなら、表出の誤り等もそ
の場で修正できるので、手話実
技の指導はより行いやすくな
る。
対面授業ができるならば、細か
さや丁寧さを保ちつつ、リアル
タイムでのアドバイスを行うこ
とで、学生の技術向上を図れ
る。

1年前の、令和2年度のオンデマ
ンド授業では、他の授業で提出
物を出しても、教員から反応が
なく、提出自体が無事できてい
るのかどうかも不安になる旨、
コメントが寄せられていた。大
学は教育機関でもあるので、授
業形式がどうであれ、学生との
コミュニケーションを行うこと
は大切と考える。

7

自由意見
「対面授業を増やしてほしい」
旨の意見に対して。

自由意見で、対面授業を増やし
てほしい旨の意見が複数あっ
た。講師自身も手話の実技に
は、対面授業が効果的であるこ
とをよく理解している。しか
し、対面授業ができたのは2回の
みだった。その2回だけの経験で
も、対面授業による手話の学習
の楽しさが伝わったゆえの意見
であろうと考える。

未知の感染症への対策に関する
ことなので、講師だけで決めら
れることではないが、大学の方
針も見つつ、次年度以降は対面
授業を実現できる可能性をさぐ
りたい。

想定外の新型コロナウイルス対
策により、授業のやり方が大き
く変わった。2年にわたるオンデ
マンド授業を通して、手話を学
ぶ授業においてはむしろ、対面
で学ぶことの有意義さを再確認
できたと考えている。

1

自由意見
オンデマンドの授業だったの
で、自分の好きな時に受講でき
る点です。

オンデマンドでは、受講時間が
自由に選べる点や、繰り返し視
聴できる点が評価されている。

オンデマンド形式の授業は、今
後実施されないかもしれない
が、ELMSを活用した教材の充実
を図りたい。

オンデマンド教材の利点は、今
後何らかの形で生かす必要があ
る。

2

自由意見
受講生が多すぎてフィードバッ
クコメントを確認できていない
点。

フィードバックコメントを、受
講生が多すぎるため定期的に返
せなかった。

自由意見にあるように、受講生
の上限設定や、〇☓問題の小テ
ストを検討する必要がある。

受講生の上限設定、小テスト作
成方法の工夫など。

科目名：思索と言語

科目名：歴史の視座

科目名：芸術と文学
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問６
教員の熱意が伝わってきた

毎回の授業内容について，要点
を配布資料に記載した点

授業の要点について，歴史的背
景を詳細に説明した

毎回の授業に対する学生のコメ
ント・質問に，次回の授業で講
評・回答するなどのフィード
バックを行なった

2

自由意見
フィードバックからも全く予想
もしていなかった話を聞けて面
白かったです。

学生が自ら学習できるように，
参考文献や視聴覚資料を提示し
た点

大学図書館およびインターネッ
ト上で閲覧・視聴可能な参考文
献・視聴覚資料を配布した

毎回の授業に対する学生のコメ
ント・質問に合わせ，追加の参
考文献や視聴覚資料を提示した

3

設問６
教員の熱意が伝わってきた

自分の興味のあることを教材に
使用した点

同種の教材を増加させた。 教員自身が楽しめる授業を心掛
けることが結局良い結果につな
がるように思われる。

4

自由意見
実際に動画で歌舞伎を視聴でき
たことやスライドの写真を見な
がら詳しい説明を聞けた。

動画を視聴してもらう際,機器側
の問題で必要な場面に頭出しが
出来ない。そのロスタイムを減
少させたいと思う。

評価された点ではあるが,TAを雇
用する等して,さらに改善を図り
たいと思う。

授業展開で緊張感を続けさせる
べき時はその方法にも注意する
ことが必要かと思われる。

1

自由意見
いきなり試験は厳しいので、毎
回課題を出してほしい

最終試験は易しいものにした
が、こまめな課題があったほう
がよかった

次年度は毎回課題を課すことに
した

ELMSを使う

2

自由意見
毎回，各学生が挙げる疑問点に
ついて回答がなされていたの
で，理解が深まった。

事前に学生から疑問点を挙げさ
せ，授業ではその一つ一つにつ
いて解説つきで回答した点

疑問点が多く時間切れになって
しまうことも多かったので，今
後は回答する疑問点を絞る予
定。

事前に学生に疑問を提出させ，
授業でそれに回答することは，
学生の理解の深化につながる。

3

自由意見
zoomを用いた授業をもっとした
かった

資料配信によるオンデマンド型
の授業で、zoomによるオンライ
ン授業の回が少なかった

オンデマンド型の場合、オンラ
イン授業を増やす予定

4

設問１　シラバスは、授業の目
標、内容、評価方法を明快に示
していた。

コロナ禍での対面授業であった
ので、学生が何を必要としてい
るのかが当初は把握できなかっ
た。

ある程度予想はしていたが、学
生間の交流を強く望んでいたの
で、出来るだけ学生相互が討論
し、交流できるようにした結
果、シラバスを大幅に変更する
事になった。

学生や非常に優秀で意欲的で
あったので、可能なかぎり学生
の意向に沿う形を試行錯誤し
た。コロナ禍の経験を一過性の
災厄として終わらせるのではな
く、今後に生かせるように自ら
記録し考え、他の学生の経験や
考えを参考にしながら、深めて
いけるように工夫した。また個
人の体験を普遍化し、歴史の中
に位置づける試みとした。

5

設問２　授業はシラバスにそっ
て行われていた。

同上 学生が何を望んでいるかを把握
することができたので、令和4年
度のシラバスは、そのことを反
映させたものとなった。

6

設問10　黒板、教科書、プリン
トやAV機器などの使われ方が効
果的であった。

オンラインでは、ネット環境が
よくなかったため、最初は上手
く接続できなかった。ハイブ
リッドは初めてのことで、手間
取る面があった。

機器の操作には慣れたので、今
後は改善できる見込みである。

7

自由意見
授業で扱ったスライドを共有し
てほしいとの要望があった。

自由意見でスライドの共有が
あったが、肖像権などの問題が
あり、今後精査して提示した
い。

8

設問７
話し方は聞き取りやすかった。

なるべく明瞭な発音で、声を張
ることを意識した。
説明が単調であった。

講義資料の充実と実務を経験し
てきた中での印象的なエピソー
ドを述べる。

講義資料だけではなく、教員自
身の経験談、それが結びつく知
見や理論について伝える。

9

自由意見
グループワークを実施し、他の
学生との交流の機会を持つこと
ができた。

他の学生の様子が見えない中
で、学生同士で意見交換するこ
とができた。グループワークの
バリエーションについてさらに
検討したい。

引き続き、グループワークの実
施を検討している。前回は他者
との交流に重きを置いたが、次
回は自分自身を振り返るという
点にもフォーカスした内容を盛
り込みたい。

学生がお互いに意見を交わし、
話し合うことが大きな刺激や学
習意欲の向上につながると感じ
た。

科目名：社会の認識
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

10

自由意見
・非常にわかりやすく丁寧に説
明してくれた。

オンデマンドの場合は、予め詳
細なレジュメをmoodleにアップ
して、繰り返し復習できるよう
にした点。また、同時配信の場
合は、図表等を示しつつ、学生
に随時質問し、理解度を確認し
ながら進行した点

令和４年度も対面式が困難な場
合は、同様の方法で進める予
定。

レジュメ・資料等は、必ず授業
の前に確認できるようにmoodle
等にアップしておくことが有益
である。

11

自由意見
出来れば対面でやりたかった。

本来は対面式を予定した授業な
ので、事情が許せば対面式で実
施する。

令和４年度も対面式が困難な場
合は、オンデマンドと同時配信
を併用する。

対面式でなく、かつオムニバス
型の授業の場合は、オンデマン
ドのみにせず、適宜、同時配信
の授業も織り込んでいくことが
有益であると感じる。

12

設問９　教員は学生の質問・発
言等に適切に対応した

オンデマンド授業であったこと
も影響しているが，授業時間内
で十分なフォローができない
分，Moodleでの関連資料の配布
や翌週の授業での補足説明を充
実させることが必要であった。

次年度は，これまで以上に学生
の質問や疑問に丁寧に対応した
い。

学生との対話の時間を充実させ
ることで，学生の理解度が高ま
り，結果として，受講意欲や積
極性が向上するといえる。

13

設問13　この授業1回（90分）の
ための予習・復習に費やした時
間は平均（　）であった

5段階評点の平均値をみると，予
習や復習を促すための配慮が必
要と感じた。

次年度は，定期的に宿題を出し
て，講義内容の振り返りや発展
的な内容もしくはそこから派生
したテーマについても関心を
持ってもらうよう努めたい。

授業内容の定着には復習は重要
であり，また，予習によって次
回の授業で学ぶ内容への関心や
学習の動機づけの効果を高める
ことが可能になる。

14

自由意見
【良かったと思う点】におい
て，スライド写真などの使用が
効果的であったこと，丁寧な授
業資料や個別具体的な事例を用
いた説明が実感しやすく，学び
を深めることに繋がったという
評価を得た。

コロナ禍の中，試行錯誤しなが
らも，詳しい説明やオリジナル
資料の作成，図表や写真の活用
を心掛けていたことが評価され
たと感じている。

次年度も理解度・満足度の高い
授業を行うことができるよう講
義資料の準備や丁寧な解説を心
掛けたい。

講義資料のアップデートは大変
ではあるが，日々刻々と変化す
る社会や地域事象を理解するた
めには，その都度，講義内容や
説明に使用する資料やデータを
吟味し，整理しておくことが肝
要である。

1

自由意見
改善した方が良いと思う点
月曜日の授業で（レポート・小
テスト）の提出が金曜日という
のがすこしやりにくいと感じま
した。

課題の提出について，提出期限
を開講日の曜日に合わせる点

課題提出を開講日の曜日に合わ
せた

特になし。

2

自由意見
改善した方が良いと思う点
各授業のzoom配信のアーカイブ
を残しておくと良いと思いまし
た。資料に書かれた以外の話題
もあるので赤線の書き込みを加
えた状態の資料の公開を別に行
うと良いと思いました。

各授業のzoom配信のアーカイブ
を残しておく点

各回の授業のアーカイブ（授業
を録画した動画）を公開した

特になし。

3

設問６　質問、発言、調査、自
習などにより、自分はこの授業
に積極的に参加した

この設問の評点平均値が他の全
学教育科目と比較して低い。

授業中の演習において学生同士
で話し合う時間を設けたいと考
えている。

4

設問11　この授業の自分の出席
率は( )％程度であった。

自由意見
多様な授業の受け方に対応して
おり、その時の都合に合わせて
受講できた点（他にも類似の意
見が複数見られた）

講義が主体でなおかつ1限に実施
された授業であったが、対面・
Zoom・オンデマンドでの受講を
可としたところ出席率が高かっ
た。

授業内容のうち基礎知識を解説
する部分については今後もオン
デマンド受講ができるようにし
ていく。

教育効果そのものは明確ではな
いものの、講義内容を録画して
オンデマンドで受講できるよう
にすることは、学生の受講率向
上に繋がると思われる。

5

自由意見
授業前にスライドが公開されて
いた方が良いと感じました

授業スライドの公開は毎回授業
終了後になっていた。

授業の進行に差しさわりの無い
範囲でスライド資料を早めに公
開したいと考えている。

科目名：科学・技術の世界
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【外国語科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

自由意見
オンデマンド形式のため、自分
のペースで学習できた

無理なく学習できる教材構成、
教材量、スケジュールにしたこ
と

令和4年度は対面授業が基本なの
で、毎回の授業を録画して、い
つでも学習できるようにした

授業に出られない学生がいるこ
とを前提とした授業計画をして
おくのがよいかもしれない

2

自由意見
毎週フィードバックに質問を書
くのだが、あまり質問したい事
項がないと感じる授業内容の時
があった。

より高度な内容を求めている学
生には教材が難易度の点で物足
りなかったかもしれない

基礎ばかりでなく、より発展的
な内容を盛り込むことができな
いか、検討したい

3

設問８
教員は学生の質問・発言等に適
切に対応した

どのような質問や意見でも否定
せずに、できるだけ学生の目線
で話をすることを心掛けた

他の学生の前で間違えることを
恐れる学生が多いため、難解な
テキストであり、分からない部
分が多くて当たり前である点を
強調した

自分も分からないふりをする
と、学生の意見をうまく引き出
せる場合もある

4

自由意見
1冊の英語の本を読み切ることが
できた・他の人の発表を聴いて
プレゼン能力が伸び、視点を広
げられる

毎回学生の発表を主体に授業を
進めた。教員は、学生が分から
なかった箇所のサポート

毎回確実に読書を進められるよ
うに課題を課し、できるだけ
フィードバックに努めた。発表
者以外も意見を話せるよう、少
数の班に分けて自由なディス
カッションの時間も設けたい

毎回のレポートは、教員の側も
確認が大変だが、学生の理解度
を知る上で非常に大切。また、
添削を返すことで、やる気にも
つながるようである

5

自由意見
時間が押して発表を急かされる
ことで、クオリティが維持でき
なかった人もいたのではない
か。ストップウォッチなどで区
切りながら発表をさせるとよい
と思う

発表の分量が多く、またテキス
トの読み間違いも多いため、補
足説明に時間を取られてしまう
ことが多々あった

タイマー設定をして、何分か毎
に区切って発表させるというの
は、発表に慣れさせる上でもよ
いアイデアであり、試してみよ
うと考えている

学生発表が主体の授業では、タ
イマーを使って90分を意識的に
何セクションかに分けると、メ
リハリを付けながら進められる
のではないか

1

自由意見
当てられても答えない人がいた
ので、まじめに宿題をこなして
きた人が報われないと思った。

このような意見は予想していな
かった。宿題をしたかどうかは
成績評価の対象としないことを
徹底して伝えるべきだった。
個々の学生の意欲に影響を与え
るので。

授業の方針は最初に一度話すだ
けでなく、学期中繰り返し伝え
る。

他の教員の参考になるかどうか
はわからないが、教員の認識が
受講者にきちんと伝わっていな
い可能性があることには注意す
べきかもしれない。

2

自由意見
難しいとのことだったが、ポー
トフォリオの採点結果は公開し
てほしかった。コメントなどは
いらないので、どこが間違って
いたかだけでも教えてほしかっ
た。

まったく投稿者の言う通り。成
績判断の基準と結果はできるだ
け公開するべき。

この「ポートフォリオ」は、授
業で学んだ文法や例文をもとに
して学生が独自に新たな文を書
いたり教員が授業中に話したエ
ピソードなどを記入させ、授業
に取り組む姿勢の積極性を評価
する材料とした。投稿者の言う
通りなので、まもなく得点だけ
は公開した。しかしどこを間違
えたかを知らせるためには莫大
な時間と労力を要するので、あ
えてしなかった。今後オンライ
ン授業が復活した場合は要検討
となろう。

単に出欠をとるのではなく学習
の成果を記入させる形式なの
で、それなりに意義はある。し
かし学生の知る権利に十分こた
えていないという批判は正し
い。今後はやめるべきであろ
う。

1

自由意見
オンラインでも聴く、喋る時間
がとられたこと。

オンラインにおける双方向性 中国語は発音が肝心、オンライ
ンでも学生に喋らせることを心
掛けた。

オンラインは単調になりがちな
ので、内容をあまり盛り込み過
ぎず、極力発言の機会をつくっ
た。但し、その時間は、他の学
生にとってはやや単調になって
しまうのでその扱いが難しい。

2

自由意見
適宜生徒へ質問を投げかけてい
た点

オンラインにおける双方向性 コロナ禍も二年目で、学生の主
体性を引き出すことを心掛け
た。

同上

科目名：英語Ⅰ

科目名：中国語Ⅰ・Ⅱ

科目名：ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
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【外国語演習】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

自由意見
学生間、学生-教員間の英語によ
るディスカッションがあるとよ
い

オンデマンド授業にはディス
カッションがなじまないのだ
が、それが物足りなさにつな
がったのだろう

令和4年度からの対面授業でディ
スカッションの要素をどのよう
に取り込めるか、検討したい

2

自由意見
オンデマンドのため、勉強しや
すかった

学習内容について，詳細に解説
したビデオを事前にELMSにアッ
プしておいた点

3

自由意見
勉強しやすい流れだったのと、
フィードバックもあったのでと
ても良かった

質問など学生からの連絡があっ
た場合は、迅速に対応し、クラ
ス全体にもELMSを使って共有し
たこと

1

自由意見
学術的な理解を深められ、解説
もわかりやすかった。

複数教員による異なる専門知識
をはば広く提供できた評価であ
ると思われる。

教科書のコンテンツをホットな
話題と関連付けて解説している
が、今後もこの点での工夫は継
続していきたい。

身近な現象を取り上げること
で、履修生の効果的な習熟が望
める。

2

自由意見
担当文章難易度に優劣がある。

複数パート、あるいはパラグラ
フ単位で担当文章を割り当てる
ような配慮は今後必要である。

授業内容全般における履修生全
体の理解度を把握することは難
しいため、毎授業内容の理解度
を把握するための小テストを実
施している。

3

自由意見
予習していない生徒により、授
業効率や質が低下する。

毎度は難しいかもしれないが、
学生が自主的に課題に取り組め
るような予習内容への見直しが
必要である。

数人単位によるディスカッショ
ン時間を設け、グループ発表等
による協調、自主的関与を促す
機会を計画している。

動画の視聴は、履修生全体の興
味を喚起する上で、効果的な手
段であると思われる。

4

特段なし 履修者が4，5名なので、インテ
ンシブにやれる

一回あたり、1人5，6回の発言す
る機会があるので教育効果は十
分だろう。

一時間、フルに英語だけを使っ
て時事ニュースを読み、テキス
トを読みながら、ディスカッ
ションしているが、英語科教員
や英語を主専攻としない学生で
もやればできるものだし、学生
も慣れてくるので、少人数の授
業を増やして、学生の実質的な
英語力を高める工夫をしたらよ
いのではないか。羊頭狗肉のグ
ローバル教育などより役にた
つ。

5

設問２
授業はシラバスにそって行われ
ていた

進捗の想定が十分でなかったた
め、扱う内容が想定より縮小し
た

事前に進捗の想定を十分に行う

6

設問６
教員の熱意が伝わってきた

熱意を伝える工夫に欠けた 扱うテーマに関する自らのモチ
ベーションを伝えることを心が
ける

7

自由意見
学術的な英文に慣れることがで
き、内容に関しても知識を深め
ることができた

専門用語を丁寧に解説した点 専門用語や述べられている内容
に関して、より丁寧に解説する
ことを心がける

8

設問８
教員は効果的に学生の参加を促
した

英語文献を使った輪読や，英語
でのプレゼンテーションを授業
に盛り込んだ点

今後も学生のレベルや興味に応
じた適切な英語文献を用意す
る．また，プレゼンテーション
のテーマは学生に関心のある
テーマを考えさせる．

プレゼンテーションのテーマに
は，学生の出身地を反映したも
のや，総合教育部の場合は希望
進学先に関連したものを考えさ
せると良い．

9

設問２
授業はシラバスにそって行われ
ていた

学生が自身で発表をする際に質
疑応答が長くなり，結果として
当初のスケジュールより2,3倍の
時間を発表の回に費やした点．

発表時間と質疑応答時間を明記
し，タイマーを全体向けに表示
することで時間への意識を持た
せる．

意欲的な学生が多い場合，質疑
応答が盛り上がってしまうこと
があるが，学生の意欲をそがな
いために質疑応答を継続する
と，スケジュール通りに進まな
い可能性がある．

10

自由意見
同じ講義を受けている学生から
もいい刺激を受けることができ
た。新しい見方・考え方を学ぶ
ことができた。

シラバスの記載により，英語の
得手不得手や専門分野に関わら
ず幅広い学生を受け入れる点を
明記しておいた点．

今後も，英語が苦手な人や自身
の専門と異なる学生が思い切っ
て履修してみたいと思えるよう
な魅力的なシラバス作りに努め
る．

科目の内容によるが，総合理
系・総合文系という北大の仕組
みを活かし学生に多様性のある
授業を展開することは，学生に
とっても刺激的で良いようだ．

科目名：英語演習

科目名：英語技能別演習

15



NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

11

自由意見
1人1人にかける時間を短くする
と輪読がもう少し進んだと思う

一部学生の音読や翻訳のスピー
ドに合わせすぎたため，輪読中
心の回がシラバスの予定より長
引いてしまった点．

輪読の担当箇所を予め決めてお
くなど，予習しやすい状況を作
る．

演習問題や輪読などでは，学生
ごとに担当を決めておくと授業
は円滑に進むが，担当しない部
分の予習がおろそかになる可能
性がある．

12

設問３
授業で要求される作業量

評価が5（そう思う）から2（そ
う思わない）まで大きく分かれ
た点は、グループ活動と、各自
の勉強量に関係すると思われる

提案した課題の内容について
も、それぞれの作業量が異なる
可能性があり、改善が必要かも
しれない。

グループ活動が中心の場合、作
業内容によっては、各生徒の負
担の増減がある可能性がある。
常にその点に注意が必要。

13

自由意見
教授のフィードバックがあるこ
と

学生から提出されたレポートに
ついて、なるべく全部を掲示し
評価したこと

グループ発表を中心に行ってき
たので、今後ともなるべく全部
の発表についてコメントを付す
予定。

学生の発表内容について、コメ
ントを与えることで、修正進展
が期待できる。

14

自由意見
解説がわかりやすい

どんなに英語が苦手な人でも理
解できるように、基礎に立ち
返って丁寧に解説をするよう心
がけた

そこしか取り柄のない授業なの
で、さらによりわかりやすく面
白い解説を工夫したい

15

自由意見
The topics covered in this
course are indeed very
interesting.

オムニバス形式の講義なので，
担当教員の研究テーマが被らな
いようにした．

引き続き幅広いテーマで講義を
提供する．

特になし

16

自由意見
Communication between
instructors and students
could be improved.

オンデマンドの講義も多かった
ので，対面の講義よりは学生と
のやり取りは減った可能性があ
る．

海外から参加する学生も多く，
時差を考えるとオンデマンド講
義も必要である．何回かに一回
は同時配信型にすることで，学
生とのやり取りを増やす必要も
ある．

左に同じ

1

自由意見
紙の辞書を使って自分で調べる
楽しさを知ることができた。

予習には辞書の活用が必須であ
ることを強調し、授業中にも随
時いっしょに辞書を用いて理解
を深めるようにしたこと。

辞書を引くことの必要性をシラ
バスに明記し、講義初回で紙媒
体・電子媒体を含めて複数の辞
書を紹介している。

語学ごとにおすすめの辞書情報
を共有することは有益であると
感じる。

2

自由意見
少人数で会話が多い授業の雰囲
気があって毎回楽しく授業に臨
めた。

使う場面を具体的に想定しつ
つ、少人数クラスの醍醐味を生
かした語学学習を実践しようと
したこと。

受講者の学習歴をふまえつつ、
修得した語学力を活用する機会
や展望を広げるような情報を提
供している。

3

自由意見
必修の中国語Ⅱの教科書を使っ
ているので日頃の学習に役立っ
た。

必修の中国語と連動し、発音に
特化した授業展開をした。

中国は発音が難関なので、中国
語Ⅱの授業の教科書を使って、
発音強化を行った。

4

自由意見
中国語のネイティブのTAがつい
ているのでわかりやすかった。

TAの活用 TAのやる気を引き出し、ネイ
ティブの発音に多く触れてもら
うようにした。

1

自由意見
チャットに単語を書く時、日本
語訳も一緒にしてほしい。

チャットを黒板代わりに使用 その場で口頭では日本語の意味
を説明していますが、さらに日
本語訳もつけようと思います。

特になし

科目名：中国語演習

科目名：外国語特別演習
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【共通科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問８
教員は効果的に学生の参加（発
言、自主的学習、作業など）を
促した

講義科目ではあったが，他の学
生の意見に触れる仕組みと機会
を多く設定した点

グループワークによる意見交
換，フォーラムので意見共有を
取り入れた

学生が授業に積極的に参加する
には，一つの授業内に複数の参
加の仕組み設定すること

2

設問４
授業内容の難易度は適切であっ
た

実生活に関わる題材を取り入れ
た点

今後は，将来の生活に関わる題
材を取り入れる予定

思考実験を取り入れると有益で
あると感じる

1

自由意見
授業の履修前のプログラミング
に関する知識の有無によって演
習の達成度が異なるのは不適切

当該授業内容実施のかなり前に
参考資料を配付して，意欲のあ
る学生にはどの様な知識が必要
かを事前に理解させ，学習する
機会を与えるようにするとよい
と思われる．

情報学Iは，複数教員で同一内容
の授業を実施するため，教員間
の情報共有と担当者の引き継ぎ
事項として，改善点の項目に追
加

情報学Iは，複数教員で同一内容
の授業を実施するため，特に取
り纏め教員に各教員の改善点の
情報が伝達されるようにすると
よい

2

自由意見
Python演習，特に，第13週以降
の内容とそれ以前の内容に
ギャップがあり，内容にスムー
ズな連携が取れていない．

内容がスムーズに連結するよう
に，ギャップと思われる内容を
補足する資料等を追加して，授
業中にも資料を参照するように
学生に指示するとよいと思われ
る．

同上 同上

3

自由意見
課題の分量が多い

理解度を高めようとした。 課題の分量の調整 講義ですでに課題の量は決定し
ているので教員間での調整が必
要である。

4

自由意見
TAが丁寧に教えてくれるが、留
学生だと理解が難しい

理解度を高めようとした。 TAの調整 TAの募集は一括して行われてい
るため調整が必要である。ま
た、留学生でも日本語の理解が
難しい場合もあるので事前に
チェックが必要である。

5

自由意見
授業実施方法について

オンデマンドによる開講であっ
た点

対面による実施に変更

1

自由意見
日常的な具体例が多くわかりや
すかった。

近年「統計」は身近になってい
るので例を出しやすい。

より講義内容の理解の助けとな
る例を考えます。

2

自由意見
解説をわかりやすくしてほし
い。説明がわからない。

わかりやすさに賛否あるので、
その違いがどこにあるのかを分
析して改善につなげる。

わかりにくいという意見者に具
体的に聞いてみる、

3

自由意見
教科書であとで復習できるよう
にしてほしい。課題が難しい。

教科書の対応箇所をもう少し明
確に伝えるようにします。課題
は大学生らしく自分で色々考え
られるよう多少曖昧にしていま
す。

科目名：体育学B

科目名：情報学Ⅰ

科目名：統計学
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【文系基礎科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

自由意見
ディスカッションが多く多様な
意見が聞けたこと（多数）

グループディスカッションで他
人の意見を聞きながら自分の考
えを深めることができたなど、
ほとんどの学生がグループディ
スカッションを高く評価した。

グループ・ディスカッションは
今後もこの授業の中心として続
ける。

グループディスカッションは、
オンラインでも対面でも、やは
り教育効果が高い

2

自由意見
ディスカッションの時間をもっ
と多くしてほしい

グループディスカッションを高
く評価するあまり、その時間が
もっとほしいという要望が一部
にある。

一部の回のときに少し長めに
ディスカッションの時間をとる
ことも検討したい

グループディスカッションの時
間は状況に応じて長短をきめる
のがよいだろう。

3

自由意見
良い点と思われている点を列挙
する
①教育学入門として価値があっ
たこと。
②グループワークや教員との質
疑応答の機会が多く、理解を深
めることができたこと。
③主張がはっきりし、熱意が
あったこと。

悪い点と思われている点を列挙
する
①最終レポートの課題の提示が
遅いこと。
②難易度が高いこと。

良かったのは、「コロナ禍」に
おいても学生同士がコミュニ
ケーションする場面を多く創っ
たこと。学生が本来の力を発揮
してくれると、講義は自ずと活
力をもつから。
改善した方が良いと思われるの
は、最終レポートの課題の提示
を早めること。最初に指し示し
ていたのだが、学生の想定より
も時間のかかるレポートだった
ようだ。

既に実施しているのは、学生間
のコミュニケーションを活発に
するための多様なチャレンジを
すること、コメントペーパーへ
のレスポンスを丁寧に行うこ
と、である。
今年度講義では、最終レポート
の課題の提示時期を早めたい。

とにかく学生と教員、学生間の
コミュニケーションを活発にす
ること。そのためには、努力が
必要である。
また、中等教育での受動的な
「勉強」を高等教育での能動的
な「学習」に替えるための授業
（制度）改善が必要である。２
単位の細切れのコンビニエンス
ストアのような授業ではなく、
講義２単位＋講義をテーマとし
た演習２単位から構成される４
単位もの講義＝演習が、学期に
ひとつぐらい受講できると良い
と思う。

4

設問５　教員の説明はわかりや
すかった。

専門用語は平易な言葉で説明を
加え、また、なるべく具体例を
提示して説明しようとした点等
が評価されたように思われる。

平易な説明を心がける。 専門用語を平易に説明する。

5

設問８　教員は効果的に学生の
参加を促した。

小集団討議、授業の感想の提出
等が評価されたように思う。

このような方法を継続する。 学生間で話し合える機会をつく
る。

6

自由意見　実際に現場で働いて
いる人の話が聞けて興味深かっ
た。

理論的な面のみでなく、実際面
を現場の専門家から話しても
らった点。

このような方法を継続する。 　実践科目の場合、現場の声を
聞いてもらう。

7

自由意見
様々なゲスト講師の講義が充実
していた

経済・金融に関係する実務家が
ゲスト講師として複数回参加し
たこと。

引き続き、ゲスト講師による講
義を取り入れていく。

担当教員の講義だけでなく、特
定の分野の実務家をゲスト講師
として招聘することも、学生に
とって考え方や視点が広がり有
意義である。

8

自由意見
もう少し学生側からアクション
を起こせるような形にするとよ
い

学生にとって聴く時間が多くな
り、アウトプットの機会が少な
かった。

学生からのチャットでの質問に
答える形にしていたが、それに
加えて、グループワークを取り
入れる、理解の確認として小テ
ストを行う、等を検討する。

大人数の講義であっても、個々
の学生が何らかの形でアウト
プットを行う機会を充実させる
ことが望ましい。

科目名：人文・社会科学の基礎
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【理系基礎科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問８
教員は効果的に学生の参加(発
言，自主的学習，作業など)を促
した。

オンライン中心の授業だったた
め，Moodleの掲示板機能を利用
して，学生の意見交換の機会を
確保した点

令和4年度から対面授業に移行し
たため，Moodleの掲示板機能は
利用していないが，今後はアン
ケート機能を利用して，予習時
の各自の理解度を知らせてもら
い，授業内容に反映させる予
定。

掲示板への書き込みにより，他
の学生と授業内容の理解度を比
較することができ，よいのでは
ないかと思う。

2

自由意見
授業動画の音声が一部聞き取り
にくいときがあった。

授業動画の音声が小さく，聞き
取りにくいことがあった点。

授業動画を作成する際には，音
量に気をつける。作成後には動
画を再生するなどして，音量な
どをよく確認するようにしてい
る。

授業動画の作成にあたっては，
音声などによく注意を払うこ
と。

3

自由意見
課題の難易度が適切であった

履修学生によって難易度の感じ
方が異なると思うが，多くの学
生に対して適切な課題を選ぶよ
う努力している

課題の問題を精選して授業内容
の理解を促す問題に引き続き改
良していきたい。

自習学習のWebworkも活用して，
多面的な理解を促している。

4

自由意見
線形代数学を全く知らない人に
対してとてもわかりやすい説明
がされていて，学習意欲もわい
た。

線形代数学は大学1年で初めて学
ぶ学生がほとんどなので，それ
を意識して，導入部分に注意し
て説明している。

対面授業とmoodleを使ったオン
ライン（オンデマンド）の方法
を併用して，学生がつまずく点
を極力解消するように努めてい
る。

授業では例題の解説を行い，そ
の類題を演習課題として，
moodle 上で提出してもらって評
価している，

5

自由意見
教科書も含めて授業がとても分
かりやすかった。具体例を多く
扱っていて理解しやすかった。

具体例を適宜利用した点 時間の許す範囲で，具体例に則
して説明するよう心がけてい
る。

証明を行う際には，まずn=3,4な
どで証明してから一般のnで証明
するよう工夫すると，学生は理
解しやすいようだ。

6

自由意見
オンデマンド授業だったので授
業動画を途中で止めて少し前の
内容について復習をしてから戻
るようなこともできたのがよ
かった。

授業動画を用意した点 令和4年度は，作成した授業動画
を利用して，反転授業を行なっ
た。

授業動画を用意するのは大変だ
が，学生の理解度の向上には有
効のようだ。

7

自由意見
手書きではない資料がとても見
やすかった。

手書きではなくLaTeXでオンデマ
ンド資料を作成した点。

今後もLaTeXで資料を作成する。 手書きでない講義資料の方が評
価が高いようだ。

8

自由意見
もう少し具体例が欲しい。

具体例を紹介しなかったわけで
はないが、より多いことを望ま
れている。

講義で扱う具体例を増やす。 具体例が多い方が評価が高いよ
うだ。

9

自由意見
数学が得意な人もそうでない人
も理解できるように取り扱う内
容を専門的になりすぎないよう
にしているのがよかった

線型代数の諸概念について，背
景にある考え方を重点的に説明
した。

線型代数が諸科学でどのように
使われているかについて，情報
収集に努めて，なるべく紹介し
ていきたい。

10

自由意見
演習問題で解答をもっと丁寧に
してほしいという声が複数あっ
た。

自分でじっくり考えてもらうた
めに意図的に省略した問題もあ
る。

あまり懇切丁寧に解説すると，
自ら考える力が育たないという
デメリットが出ることを危惧し
ているので，適切なバランスに
ついて，検討していきたい。

11

自由意見
感染状況を考慮してのことでは
あるが，実際に教室で顔を合わ
せて疑問点を共有できる時間が
増えるとより良いのではないか
と感じる。

授業実施形態について，オンラ
イン授業が中心で対面授業をあ
まり実施しなかった点

令和4年度1学期からは，オンラ
イン授業ではなく，対面授業を
実施している。

新型コロナウイルスの感染状況
が変化した際に素早くオンライ
ン授業へ移行できるよう留意の
上，対面授業を実施するとよ
い。

12

自由意見
毎回課題が出たので問題演習で
理解を深められた。

毎回の授業で問題演習に取り組
んだ点。

今後は，令和3年度の授業動画を
利用するなどして，問題演習の
時間をより多く確保する予定。

問題演習に取り組む時間を作る
よう工夫すること。

1

自由意見
提出した課題に対してフィード
バックが迅速に行われていた
点。

やさしい問題を課題として出
し、点数とコメントのフィード
バックを行った。

対面授業であっても、課題とそ
のフィードバックは続けたい。

2

自由意見
可能であれば、対面授業があれ
ばいいなと思いました。
対面での質問会をするべきだと
思う。

オンデマンド型のオンライン授
業を行い、期末試験を対面で
行った。

対面でできない場合でも、オン
ラインの質問会は企画するよう
にしたい。

科目名：入門線形代数学・線形代数学Ⅰ・Ⅱ

科目名：入門微分積分学・微分積分学Ⅰ・Ⅱ
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

3

自由意見
自習問題の解説など授業本編以
外にも動画を上げていたのはあ
りがたかったです。

オンデマンド型の授業に対する
試行が良かった点と理解でき
る。

対面でも参考資料として動画の
掲載を継続したい。

他の教員にも参考になると考え
ます。

4

設問５
教員の説明はわかりやすかっ
た。

オンデマンド型講義スライド
に、図や例、直観的説明を多め
に記載した点。

対面講義でも、実際に図を動か
すなどして、視覚的効果で理解
を深めてもらう。

対面の板書講義では口頭の説明
で済ませていたようなことも、
スライドの講義では、分量が許
す限り、スライド内に書いてあ
げると良いと感じる。

5

自由意見
1つの動画にするより、いくつか
に分けられていた方が、復習し
やすい。

1つの動画(オンデマンド型講義
スライドの解説動画)が、長く
なってしまっていた点。

1回の講義でも、話題が変わると
ころで動画を分け、動画1つあた
りの長さを短くする。

動画1つあたり10～20分ぐらいの
長さが良いように感じる。また
分割した各動画の内容も、視聴
前に簡単に分かるようにする。

6

設問１０
黒板，教科書，プリントやAV機
器等の使われ方が効果的であっ
た

２つのクラスを担当したが，ス
クリーンのせいで使える黒板の
面積が十分大きい教室かどうか
で評価が分かれた。小さい教室
の方では，板書が見え難かった
らしい。また，プロジェクター
のオン・オフに時間が掛かるた
め，オンにしたまま板書してし
まったが，そのせいで黄色い
チョークが見え難かったよう
だ。板書の際は面倒がらずに，
スクリーンを上げたり，プロ
ジェクターをオフにしてみよう
と思う。

板書の際，いちいちスクリーン
を上げるよう心掛けている。プ
ロジェクターのオン・オフには
未だ時間が掛かるため，オンに
したまま板書してしまってい
る。今後は改善してみたい。

1

自由意見
物理学だけでなく，教科書から
は得られない将来を考えるため
の話を聞くことが出来た。

他の授業では，科目に関連する
話しかされていないのであろ
う。高校や大学の教育の欠点は
知らせるべき。

例年，同様な意見があるが，今
後も大学教育の問題点や大学の
教育で不足する点についての話
は行い続ける。

大学の授業では得られないこ
と，それらをどのようにして得
るのかを，学生に伝えておく必
要があると思われる。

2

自由意見
オンライン（Zoom）の講義が何
度か時間を超過したことへの不
満。

講義時間内に授業が終了するよ
う，より注意を払う必要があ
る。

慣れないオンラインでの授業で
あったが，今年度はかなり配慮
した。

特になし。

3

自由意見
パソコンの能力が成績に影響し
かねない内容であったこと。

予想以上にパソコンの知識格差
が大きく，知識のない学生向け
に，かなり配慮しておく必要が
ある。

パソコンの操作が関わる事項に
ついては，レポート課題とし，
自らで学んでもらうように変更
した。

受験科目以外の知識を有しない
学生が多いことは，大学の授業
だけで十分だと勘違いしている
学生が多いことを意味してい
る。

4

自由意見
テストの過去問を配布したが，
解答も欲しいという学生が多
かった。

このような意見は，これまでの
教育が育んだのであろう。自ら
解答を見出す努力が重要なのだ
が。

最初のガイダンスの段階で，こ
の点について，より時間をかけ
て説明を行うようにする。

大学が高校の延長だと考えてい
る学生の思考を変更すること
に，大学教育はより努力を払う
べきではないか。

5

自由意見
わかりやすく、学習意欲が高ま
る授業であった。

課題は正答を求めるものではな
いので、評価は開示していな
い。

課題に関して、何らかのフィー
ドバックをする予定。

課題の内容と難易度は授業内容
に合わせると良い。

6

自由意見
丁寧な説明

オンライン講義ということで，
できるだけゆっくり何度も繰り
返して伝えることを心掛けた

今年度の対面でもゆっくり繰り
返しを心がけている。

しつこいと思うほど繰り返し伝
えるくらいが集中しきれていな
い学生にとってはちょうどいい
と思います。

7

自由意見
小テストを講義時間内に解く時
間を設け，次の回に解説を行っ
た。

オンライン講義で一方的な講義
となることを避ける工夫とし
て，質問を受け付けながら小テ
ストを実施する時間を設け，次
回には必ず解説・解答例を示し
た。

今年度対面講義となっても演習
時間を設けている。

小テストの解答時間と解説の時
間を設けているので，講義時間
が短くなり進度はどうしても遅
くなってしまいます。

8

設問８
効果的に学生の参加を促した

オンライン授業との併用で実施
した。対面授業に出席した学生
が履修生全体の1/10以下になっ
てしまった。結果、４回目の授
業を最後に、対面での実施を取
りやめた。

オンラインと対面の併用は取り
やめたい。

9

設問４
難易度は適切だった

高校での履修状況によって、内
容を決めている。物理学を履修
してこなかった学生のレベルに
合わせて実施している。

従来と同様に行う。

科目名：物理学Ⅰ・Ⅱ
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問７
教員の話し方は聞き取りやす
かった

概ね聞き取りやすかったという
のとは逆に、説明は分かりやす
かったかという問いに対しては
あまり良くなかったようなの
で、よりわかりやすい説明を心
がける必要がある。

受講生の発言、自主学習、作業
などを促さなかったため、理解
度が挙がらなかったことが「説
明は分かりにくかった」という
ことに繋がっていると思われ
る。小テストや発言を促すよう
にする。

コロナが終息してきたので、受
講生の発言を促すなどして、理
解度を高めるのが良いと思われ
ます。

2

自由意見
対面になってから理解しやすく
なりました。

前半は100%オンラインで講義を
行ったため、受講生の表情が見
えず、理解度が全く分からない
まま講義を進めたが、対面に切
り替えた後、受講生の顔やしぐ
さで理解できたかどうかが分か
りやすくなり、うまく説明でき
るようになった。

令和３年度の反省点はオンライ
ン講義だったこと。今後は対面
でできるだけ双方向の講義をす
るように努めたい。

講義は対面で、双方向型で実施
することが受講生の理解度を高
めるために重要なことだと思わ
れます。

3

自由意見
授業後に小テストを解く時間が
あったことで，すぐに頭の整理
ができてよかった。

講義内で教えたことをすぐに使
うことで学生の理解度を高めよ
うとした点

今後も授業最後に小テストを実
施する予定。

小テストで学生自身で自分の理
解度を確かめられるのは有益で
あると思います。

4

自由意見
講義動画・講義資料がアップ
ロードされていたので、分から
ない点を後日確認出来た。

予復習用に講義資料・講義動画
の録画を提供したこと。

別の講義でも、講義資料・講義
動画の録画を提供している。

講義動画の録画は、復習に役
立っている（クラスの1/5程度が
視聴した）。

5

自由意見
物理未履修者向けに、物理の内
容を分かりやすく説明しようと
する配慮があった。

物理未履修者向けに、本科目で
扱う高校物理の知識を講義した
こと。

多数の物理未履修者の存在を意
識し、また授業のフィードバッ
クを毎回集めることで学生の理
解度を確認し、ついていけない
学生を出さないように心掛けて
いる。

理系クラスの物理未履修者は無
視出来ないほど多いので、彼ら
に何かしらの配慮をした方が、
内容の理解度は高まると思われ
る。

物理未履
修者向け
に、最低
限の高校
物理の内
容を扱う
北大公式
オンデマ
ンド動画
があると
良いので
は（講義
開始前に
視聴する
よう案内
する）。
生物につ
いても同
じ。

6

自由意見
内容過剰でスピードが速く、授
業参加意欲をそがれた。

確かにスライド数は多いが、そ
の概要のみを理解して欲しい
（深い理解は求めない）、とい
う意図が伝わらず、ついていけ
ない学生を出してしまった。

講義全体の到達目標を初回に明
示した上で、各回の講義で習得
して欲しいことをより明確にす
るようにした。

基礎科目では多くの内容を薄く
広く扱うため、講義の中で学生
が覚えるべき点とそうでない点
を明確にしないと、内容過剰で
学生がついていけなくなる恐れ
がある。

7

自由意見
改善した方が良いと思う点
前回の復習が長い

前回の復習が長い 前回復習を短くした

8

自由意見
質問に対する対応が丁寧だっ
た。

掲示板を利用して質問を受け付
け、質問があった時には詳細に
説明した点

ライブ配信の講義だったため、
掲示板の利用が活発だった可能
性がある。

9

自由意見
小テストや課題の難易度、量が
適度であった。

毎回の講義でその日の講義内容
に関する小テスト、宿題を課し
た点。また、その答え合わせを
次の講義の最初に行い復習に使
用した点。

引き続き毎回小テスト、宿題を
課し講義の内容の理解の確認と
復習を行う予定。

10

自由意見
教科書のどこをやっているかス
ライド一枚ずつページ数を書い
てほしい

教科書との対応が必ずしも十分
ではなかった

教科書の対応について，記載す
る予定

教科書を使用して予習復習する
学生への配慮がある程度必要と
いう認識

11

自由意見
テストの対策も含めてより多く
の練習問題が欲しい

練習問題が少ない 教科書の練習問題を含めて、自
習に役立つ問題数を増やす。

効率的に概念の習得ができる練
習問題を十分な量、準備する。

科目名：化学Ⅰ・Ⅱ

21



NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

12

自由意見
量子化学の導入をもう少し丁寧
にやってほしかった。

新しい概念で、教科書に従って
いるだけでは分かりにくかっ
た。

教科書に書かれていないことに
も触れつつ説明する。

学生にとって新しい概念が出て
くるときには、十分に配慮す
る。

13

自由意見
覚えるべきところなのか、流れ
を理解していればいいのか分か
らない箇所があった。

覚える必要があるのかどうか分
からない。

覚える必要がないときには、覚
える必要はありませんと伝え
る。

覚える必要の有無を伝えつつ説
明する。

14

自由意見
小テストがあったので、学習達
成度を把握できた。

毎回、小テストを行ない、その
解答を次の講義で行なった。

今後も小テストを行う予定。 小テストの解答は、解答を示す
だけでなく、解説もする必要が
ある。

15

自由意見
授業動画をmoodleで、後から見
ることができてよかった。

講義動画を録画し、moodleに
アップした。

オンライン授業なので、講義動
画をmoodleにあげた。

対面講義でも出来る限り、動画
をあげるようにする。

16

自由意見
休講や小テストに関して、
moodleを使って詳細に連絡して
ほしい。

連絡が足りなかった可能性があ
るが、講義動画をあげて、そこ
では十分説明している。

特になし。

17

自由意見
小テストや期末テストの点数を
開示してほしい。

点数の開示は、希望があればす
ると連絡しているので、これ以
上は対応しない。

特になし。

18

自由意見
先生自身の経験談や研究室見学
などを交えることで、単純な教
科書的な化学だけでなく、大学
で学んでいく化学を実感でき
た。

自分の研究や留学経験の話をう
まく織り交ぜながら授業したこ
と。研究室見学を実施したこ
と。

今後も継続して①のことを実施
する。

留学経験などは多くの興味をひ
くので効果的だった。将来の道
に悩んでいる一年生に、研究室
見学などを行うのも効果的だっ
た。

19

自由意見
質問対策が早く的確だった。授
業がわかりやすく無駄がなかっ
た。後期の授業で一番充実して
いた。

質問がきたときはすぐに対応
し、学生のことを大事にしてい
ることをアピールしたことがよ
かった。一年生向けなので、わ
かりやすさを重視したのがよ
かった。

今後も継続して①のことを実施
する。

学生から問い合わせや質問が
あったら、すぐに対応すると、
信頼感を与えられる。

20

自由意見
過去問の流出を防ぐ姿勢がよ
かった。メールへの対応が早
い。

Moodleの使い方に習熟していな
かった。

Moodleの使い方に習熟する。 過去問が流出しないようにする
ことは、学生の評価の妥当性を
担保する上で重要である。

21

自由意見
授業がわかりやすく、スライド
を見ただけで理解できる。

今後も継続して①のことを実施
する。

スライドがきれいだと、学生に
教員のやる気が伝わり、学生も
前向きになる。

22

自由意見
対面でよかった。

感染対策のもと、オンラインで
はなく対面中心で実施したのが
よかった。

今後も継続して①のことを実施
する。

教育は対面が大事だと思う。

23

自由意見
研究紹介や留学についての話が
興味深かった。

自分の研究や留学経験の話をう
まく織り交ぜながら授業したこ
と。

今後も継続して①のことを実施
する。

留学経験などは多くの興味をひ
くので効果的だった。将来の道
に悩んでいる一年生に、いろい
ろな情報や経験をシェアするこ
とが重要。

24

自由意見
わからないときに個別に相談に
乗ってくれたのがよかった。

相談に来たときは、手を止めて
全力で対応した。

今後も継続して①のことを実施
する。

相談や質問がきたときは信頼を
獲得するチャンスなので、全力
で対応する。

25

自由意見
改善点：オンデマンド授業がダ
ウンロード可能な状態であった
こと。

Moodleの使い方に慣れていな
かった。

Moodleの使い方に習熟する。 Moodleの使い方に慣れないと何
かとトラブルが起きる可能性が
ある。

26

自由意見
改善点：もう少し演習問題を増
やしてほしい。

演習問題をもっと実施し、能動
的に考える機会を提供すべき
だった。

授業中に演習問題をもっと提供
する。

学生に能動的に考え解答させる
機会を増やすと、理解度が増
す。
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

自由意見
小テストの解答時間が短いとの
意見が多かった。

小テストの時間が短いとの意見
があった。オンラインテストで
は学生は教科書等の参照が可能
なので、意図的に多めの出題を
して教科書等を参照する時間が
ないようにしている。それに対
する反応と考えられる。

オンラインテストの特性を考え
ると対応が難しいが、問題量の
妥当性についての再検討はして
みたい。

2

自由意見
友達にオンラインテストを受け
てもらったとの話を聞いたとの
コメントがあった。

不正があれば当該学期の成績は
全て無効になる旨は伝えてあ
る。オンラインテストで不正を
完全に防ぐことは難しいことを
考慮し、このコメントを見ても
期末試験を対面で実施したのは
妥当であったと考える。

3

自由意見
質問フォーラムを公開している
のはよかった

質問フォーラムへの質問の記入
を成績加点の対象とした。それ
について学生に反発もあった
が、結果的には肯定的な評価を
受けたと考える。

積極的な質問を引き出すための
対策を今後も続けていきたい。

4

自由意見
内容が高校で生物学を履修して
いない人には難解だった

内容が高校で生物学を履修して
いない人には難解だった点

生物学1を、高校で生物を履修し
た人とそうでない人とで、コー
ス分けすべきだという意見をあ
げた。しかし、高等教育推進機
構からは芳しい回答は得られて
いない。

5

自由意見
小テストの問題と講義資料の対
応が良くなかった

小テストそのものは好評では
あったが、小テストの問題と講
義資料の対応が良くなかった点
を指摘された。

令和4年度から対応がつくように
している。

6

自由意見
高校で生物を履修していない人
にとってはかなり難しかった
（改善点）。

未履修者に対して、自主学習を
フォロする必要性がある。

より基礎的な内容の授業資料を
作成すると共に、学生が自分か
ら利用する意欲を引き出す工夫
をする必要がある。

7

自由意見
・オンデマンド授業を行ったこ
と（良い点）。
・授業を対面で行ってほしい
（改善点）。

今回はオンデマンド授業を行
い、対面は試験のみであった。

令和３年度はオンデマンド授業
のみだったが、対面授業を行う
とともに、予習・復習にも利用
できるオンデマンド授業も併用
することを考える。

8

自由意見
・パワーポイントが動画より復
習しやすい（良い点）。
・音声部分を書き起こしたPDFが
助けになった（良い点）。
・パワーポイントより動画にし
てほしい（改善点）。

今回は、音声付きパワーポイン
トと説明内容を書き起こしたPDF
ファイルを準備した。

個人より、好みが分かれること
を感じる。履修者数が多いこと
を考えると、パワーポイント
ファイル、動画の両方を準備し
た方がいいかもしれない。

9

設問６
教員の熱意が伝わってきた

生物学非履修者にも理解できる
ように、ゆっくり、分かりやす
く説明した。

今後も非履修者の気持ちに寄り
添った解説や、質問への対応は
継続したい。

講義の基本はコミュニケーショ
ンなので、学生の気持ちに寄り
添うことが大切だと思う。

10

自由意見
北大構内の巨樹巡りが楽しかっ
たです。

座学だけでなく、教室から出て
フィールドワークを加えた点

リモート講義で蓄積したストレ
スの緩和に役立った。

講義にもアクティブラーニング
的要素を加えることができる。

11

自由意見
分子の構造や働きなどの動画が
講義内容を理解するのに役立っ
た。

目に見えない生物分子の構造や
動的変化を理解する上で動画の
活用は効果的。

今後も動画の活用は継続してい
きたい。

講義内容の理解の向上に役立つ
動画の選択や、テキストへの挿
入には手間がかかるが、やる価
値は充分にあると思う。

12

自由意見
メールでの質問に対し丁寧な返
答が返ってきたのがよかった。

多数ではなかったので個別対応
できた。

次年度も継続する。 意欲的な学生に対応することは
重要であると感じる。

13

自由意見
スライドが見やすかった

スライドの文字の大きさやレイ
アウトに留意したことが良かっ
たと思われる。

次年度も継続する。 講義室のスクリーン・モニタの
状況に合わせてスライドの文字
サイズやレイアウトを調節する
ことは有益であると感じる。

科目名：生物学Ⅰ・Ⅱ
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

14

自由意見
【良かったと思う点】オンデマ
ンドで復習しやすい。

復習のしやすさの点では、オン
デマンドは対面よりはるかに優
れている。また、講義資料の提
示方法を工夫することで、予習
の点でもオンデマンドは対面よ
り優れている。これらの点が評
価さてたと思われる。

令和３年度はオンデマンドで講
義を実施したので，今後，当科
目においては、オンデマンド講
義を提供する可能性も検討する
ことを予定。

オンデマンド講義は、予習/復習
の便や、拘束時間の制約が小さ
いといった面から、学生はメ
リットを感じており、学生は必
ずしも対面講義を欲しているわ
けではない。講義自体は本来学
生同士の交流の場ではないはず
であり、with コロナ、postコロ
ナの講義の実施形式に関して
は、まず対面ありき（という文
科省の指導にたいする盲従）で
はなく、どのような講義形式が
学生にとってもっともよいかを
考え、各講義科目ごとに慎重か
つ柔軟に判断・決定すべきであ
ると考える。

15

自由意見
【良かったと思う点】それぞれ
の分野の専門の先生の講義を受
けられたこと。

オンデマンド講義において、教
科書の各章に対して、専門の教
員が資料作製、講義、課題作
成・評価を担当したため、ハイ
レベルの講義を提供できた。

令和３年度はこのような「オム
ニバス形式」のオンデマンドで
講義を実施したので，今後，当
科目においては、オンデマンド
講義を提供する可能性も検討す
ることを予定。

全学教育科目のオンデマンド講
義については，その内容にもよ
るが、各教員がそれぞれの専門
性を生かしてオムニバス形式の
分担担当することが可能であ
る。たとえば、教科書の各章に
対して、専門の教員が資料作
製、講義、課題作成・評価を担
当するといったやり方である。
このような講義設計では一人あ
るいは少数の教員が担当する対
面形式の講義の場合にくらべ、
すべての内容についてハイレベ
ルかつ熱意に満ちた親切な教育
を提供できる可能性が高いため
有益であると考えられる。その
ことを考慮して講義設計を検討
することが望ましい。

1

自由意見
良かったと思う点「高校で地学
を履修していなくても十分に内
容を理解できた。」

全体的に、高校時に地学が未履
修だった学生に、基本的な知識
を習得させ、地球科学への興味
を喚起するという目的は、達成
されていると考えてよさそうで
ある。

今後も初学者向けのわかりやす
い説明を心掛ける。

教科書の内容にとどまらず、随
所に最新の専門知識や、ニュー
スとの関連を交えて話すこと
で、より学生の興味をひくこと
ができている。

2

自由意見
良かったと思う点「定期的に小
テストを実施してくれた点」

理解の定着のために行っている
小テストは効果的であり、学生
にも好評のようである。

小テストの教育効果をより高め
るため、学生による小テストの
解答から、学生の理解が不足し
ている部分を把握し、理解しや
すいような説明をする工夫を行
う。

小テストを行うことで、学生が
能動的に授業に参加している意
識をもつことができるようであ
る。

3

自由意見
良かったと思う点「オンライン
でも対面でも受講できた点」

令和３年度はオンラインと対面
での授業が混在していたため、
オンデマンドでも授業動画を視
聴できるようにしたが、結果的
に学生の選択肢が増えて良かっ
たと思われる。

今後もわかりやすいスライド、
講義資料を作成し、オンデマン
ド授業用動画の改善につとめ
る。

授業で使用したスライド、講義
資料、オンデマンド授業用動画
を見やすく、聞き取りやすくす
るよう工夫すること。

4

自由意見
オンラインと対面のハイブリッ
ドについて。

コロナ感染の状況がわからない
中、ハイブリッドでの受講形式
を自由選択してもらったが、意
外と評価してくれたようで良
かった。一方で、講義する側と
して、また、AV機器の性能も
あって、どうしてもオンライン
で受講している学生よりも、対
面の学生に対する講義がなって
しまうことは反省材料である。

ハイブリッドについては、今後
の感染状況にもよるが、実施す
る際には今回の経験を役立てた
い。

5

自由意見
質問しやすい環境、時間を設定
したことへの評価。

後が昼休みだったので、講義終
了後、十分に質問時間が設定で
きた。

質問時間の確保もだが、質問し
やすい雰囲気をつくることの重
要性を感じた。

科目名：地球惑星科学Ⅰ・Ⅱ
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NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

6

設問６
教員の熱意が伝わってきた

高校で地学は未修として講義を
進めた。また、細かい知識・用
語の解説は最小限に留め、現象
の裏にある要因がどのようにし
て解明されていったか、残った
未解明の点を強調した。

例えば「部分溶融」といった概
念は、高校までの１成分系との
違いを強調し、日常生活での例
も取り上げ、さらに一番簡単な
例で厳密な説明も最後に加え、
曖昧さもできるだけ避け、将来
の学習の一助になるようにし
た。

「旅行ガイド」のように、観光
地に行くだけでも学びことがた
くさんある、視点を変えて楽し
むこと、の時間を入れると、気
分転換も含めて、興味を学生は
持つ。

7

設問４
授業はシラバスにそって行われ
た

必須の教科書に厳密に沿って進
め、足りない部分だけ補いなが
ら、全体のバランスを取った。

一つの教科書に沿って進める
と、学生も全体の流れがわかり
理解しやすく、また引用ページ
もできるだけ細かく指定した。

内容が多岐にわたるので、教員
の専門分野だけやたらと細かく
説明したがるのが理解できる
が、やはり初習の学生なので、
薄く広くこの科目はやるべき。

8

設問７
教員の話し方は聞き取りやすか
た。

たくさんの内容を説明しよう
と、早口になりがちである。

スライドに要点をできるだけ示
して、音声で聞き逃しても理解
できるようにとした。

一方通行にならず、学生の反応
を随時見ながら話すと、理解度
が高まっていたようだった。

9

自由意見
大講堂での講義は良かった。対
面であること。

６月から許可が出たので積極的
に対面授業としたが、多くの学
生、とりわけ講義に興味を持つ
学生にはzoomよりも学習意欲を
高めたと感じた。

換気などにも注意して、可能な
限り対面で講義を行うととも
に、Moodleなどを以前よりも活
用し、学習効果の向上を上げ
る。

講義中の小テストでは記号選択
問題ならばMoodleは効果的だ
が、図示や記述による自分の考
えを表現する目的では、現状で
は難しい。

10

自由意見
・説明が分かりやすかった
・知識のつながりを実感できた

高校地学を履修していないこと
を前提に、分かりやすく丁寧に
教えることを心がけたことが評
価されたようである。

教科書に書かれてある内容だけ
でなく、一歩掘り下げて、原理
や理屈、実例などを交えて説明
するように心がけている。

各回の授業で、履修者が流れや
ストーリー性を感じられるよう
に工夫すると良いようである。

11

自由意見
・オンライン形式（オンデマン
ド）は良かった
・対面授業は良かった

オンライン授業ではオンライン
の良さを活かしつつも、可能な
限り対面授業を行おうとした姿
勢が評価されたようである。

対面授業に戻っても、オンライ
ン授業で培ったノウハウ（ELMS
の効果的な利用など）を十分に
活用している。

用事で対面授業ができない場
合、オンデマンド形式の授業を
行うことによって、休講にせず
に済む（履修者も時々のオンラ
イン講義は喜ぶようである）。

12

自由意見
ELMSでの講義資料の閲覧期間を
長くして欲しい

履修者にメリハリをつけてもら
うため、講義資料の公開期間を
限定したが、今後は改善した
い。

今年度からは、定期試験終了ま
で講義資料をELMSで公開するよ
うにしている。

対面授業に戻っても、ELMSをう
まく活用することで、履修者の
理解はより深まるようである。

13

自由意見
授業後の小テストを復習のため
に常に公開してもらえるとよ
かった

授業後の小テストの解答の説明
は講義内でのみ行った

来年度は講義内で説明した小テ
ストの解答をMoodle上にも乗せ
る

小テストの解答を講義後も確認
できるように工夫すること

14

自由意見
テストの過去問を公開してくだ
さった点が良かった。

Moodle上に過去2年分の期末テス
ト問題を公開した

来年度も引き続き公開する 期末テストの問題を公開する
と，学生の学習に役立つと感じ
る
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【日本語に関する科目】

NO
質問項目への回答結果または学
生の自由意見の概略

①授業でよかった点や評価され
た点，また改善した方がよいと
思われる点

②①を受けて自分自身で取り込
もうと計画していることや，す
でに実施したこと

③他の教員の授業改善の参考に
なると見込まれる事項

備  考

1

設問５　教員の説明はわかりや
すかった。
設問７　教員の話し方は聞き取
りやすかった。
設問10　黒板、教科書、プリン
トやAV機器等の使われ方が効果
的であった。

説明や話し方、授業資料につい
て評価が高かった。

添削作業をグループやクラス全
体で行う。

レポートの添削では個々の学生
だけに添削結果を知らせるので
はなく、学生の了解をとったう
えで添削内容を共有し、その是
非について議論する機会を設け
ると、添削による教育効果が高
い。

1

自由意見 資料の解釈が楽しいという意見
があった。

講生の専門分野は問わない科目
のため、ディスカッションの素
材や解説の難易度に十分配慮
し、グループ活動にスムーズに
つながるようにする。

知識や情報を教師が説明する時
間と、学生がグループで作業す
る時間の割当を事前にすべて決
めてしまうと、学生の学習状況
に対応しきれないため、説明や
グループ活動を細かな部分に分
割し、状況に応じてその場で組
み合わせを変えていくと、授業
への集中が保たれやすい。

科目名：日本語Ⅰ・Ⅱ

科目名：日本語演習
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